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安全のために次のことは必ず守つてください
このたび、TOSLINE―F10をお貫い上げ頂き、調にありがとうこさいます。
本書はTOSLINE―F10の仕様、取扱いや注意事項について説明しています。
TOSLINE―F10を安bし てお使い頂くために、取付け、運転、保守、点検の前に財ず本書とその
他の関連書類をすべて熟読し、機器の知識、安全情報、そして留意事項について習勲してから
正しく使用してください。

[重要事項について]

1.TOSLINEギ 10は、一般産業機器 (各種製造ライン制御、工作機器など)に 使用されること
を意図して設計、製造されたものです。
人命にかかわるような状況で使用される機器あるいはシステムに用いられることを目的とし
て設計、製造された物ではありません。
TOSLINE―F10を輸送機器 (列車など)、医療用、航空宇宙用、原子力制御用、海底中継機器
あるいはシステムなど、特殊用途のご使用の場合には、事前に販売担当者までご相談くださ
い 。

2.TOSLINE― F10は厳重な品質管理のもとに製造しておりますが、万一TOSLINE―F10が故障
することにより人命にかかわるような重要な設備および重大な損失の発生が予想される設備
への適用に際しては、重大事故にならないように財ず安全装置を接地してください。

3.TOSLINE… F10は、取付け、配線、使用、保守について、制御機器取扱いの一般知識がある
方を対象としています。取扱いを誤つた場合には、感電、火災、故障、誤動作の恐れがあり
ますので、制御機器取扱いの知識および電気的知識が不十分な方は、取付け、配線、使用、
保守は避けて、専門知識のある方に依頼して作業してください。    

｀

4.本 書および別冊の関連資料は、プログラマブルコントローラおよび制御機器取扱いの一般知
識がある方を対象に記載しております。
記載内容に不明な点がありましたらこ質問ください。

[獲告マークについて]

この取扱説明書では、安全注意事項のランクを 「危険」、「注意」として区別してあります。

:取扱いを誤つた場合に、危険な状態が起こりえて、死亡又は重傷を受ける
可能性が想定される場合。

:取扱いを誤つた場合に、危険な状態が起こりえて、中程度の障害や軽傷を
受ける可能性が想定される場合及び物的障害の発生が想定される場合。

なお、
に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性が
あります。

いずれも重要な内容を記載していますので、必ず守つてください。
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安全上のこ注意

安全のために次のことは必ず守つてください

【取付けについて】

△ 注圭息
1.本取扱説明■に配載されている環境で使用してください。

規定以外の環境で使用した掲台、感電、火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

(60ページ)

2.本取扱説明■に配観されている要領で取付けを行つてください。

取付けに不宙があると潜下、火災、故障、摂動作の原因となることがあります。 (61ページ)

3.モジュー'レ、端子台、ケープルのお脱は必ず電源を切つた状態で行つてください。

感電、環動作、故障の原因となることがあります。              (61ページ)

4.モジュールやユニットに電線くすなどの異物が入ることのないようにしてください。

火災、故障、誤動作の原因となることがあります。              (61ページ)

【配線について】

△ 注意
1.配線時や保守、点検の時には必ず電源を切つて作業を行つてください。

電源を入れた状態での作業は感電事故の恐れがあります。           (Mペ ージ)

2.本説明■に配弱している事項を守つて正しく配線を行つてください。       (64ページ)

3.定槽にあった電源を接続してください。

定格と異なつた電源を接続すると爆発、火災、故障の原因となることがあります。

(64ページ)

4.配線はサヤ付きの圧湾端子を用いるか、テーフで領覆するなどして導電部分が電出しないように

してください。また、出子台力′ヽ一は脱着、破損などのないように取扱い、配線終了時には端

子台カメヽ―を出子台に確実に取付けてください。

導電部がE出 していると感電の忍れがあります。               (64ページ)

5,必ず接地を行つてください。

接地しない掲含、感電、韻動作のおそれがあります。

6.配線作業は、■倍のある専門家がおこなつてください。

配線を誤ると火災、故障、ぼ電のおれがあります。

(64ページ)

(64ページ)



安全上のこ注窟

安全のために次のことは必ず守つてください

【使用上の注意】

◇危険
1.非常停上回路、インタ…ロックロ踏などはTOSLiNE―F10を書めたPCの 外部で構成してくださ
い 。

PCや TOSL!NE― F10に故障や娯動作が生じた掲台、人身事故に到る危険性があります。また、機構の破損や事故の恐れもあります。  〔手薬話1軍蔦描鉛「堪驚意賢腎署登
T2製呂説明■
〕

ヒ

△注意
2.通電中はモジュール、ユニットの蛸子台カバーを必ずつけた状態で使用し、出子には絶対に触れ

患豊房基督亮掛ぁります。       〔手:t話1堅蕊摘鉛「ギ縦 T?製島説明■〕
3.リモート1/Oユニツトを使用するにあたって本取扱崩明書の 「使用上の日意点Jを よくお覇みく
ださい。
擦動作により機械の破損や事故のされがあります。

4.運転中のプログラム変更、強制出力、RUN(運 転)、
日して行つてください。
操作ミスにより機械の破損や事故の恐れがあります。

(71ページ)

これらの投入順序が守られていない掘含、摂動作により機械の破損や事故のされがあります。

〔
!岳
[富督岳程各「ギ察ほ経霊胡笛掛

T2霞呂説明■

)

6.リモート'/0ユニツトヘ供指する外部電源はなるべく負荷■源と共同としてください。これがで
きない掲含は、外部電濁と負間電濁が同時にオフするようシステムを構成してください。
システムの安全上、必ず負荷電源を先にオフするよう注意してください。
これらが守られない掲含、機構の破損や事故のなれがあります。 (71ページ)

7.TOSLiNE―F10の各モジュールやユニットの動作モード設定スイッチは、指定された設定方法お
よび肉書を設定してください。
指定外のスイッチ設定は故障の原因となります。 (29ぺ…ジ)

8ロマスタステーション、リモートPCス テーション、リモート1/0ユニツト、リピータは、
TOSL,NE―F10専用ですので、単独での使用及び他の周遠に使用しないでください。
感電、ケガ、故障の原因になります。                    (71ページ)

リモート1/Oユエツトの外部電瀬 →

ジュールとリモート1/Oユニットの負南電瀬



受豊上のこ注意

安全のために次のことは必ず守つてください

【使用上の注意】

△ 注圭息
9.マスタステーションおよびリモートPCステーションは、T3/T3HまたはT2専用ですので、必ず

ベースユニットに取付けて使用してください。また、単独での使用および他の周遠への使用は

おやめください。

感電、ケガのなれがあり、また故障の原因となります。 (71ページ)

10.リレー出カユニットには過負荷保驚用に、電流昏■にあったヒューズを外部回路にてめず取付

けてください。

負荷短鶴時などにより火災や破損t事 故のなれがあります。 (71ページ)

11.ケープルの接続、鱗子台の取付け、モジュールのベースユニットヘの装湾は、ネジでしつかり

固定し、抜ける、ぐらつくということがないよう確実に固定されていることを確認してくださ

い。取付けが不十分ですと、振動などによる故障、誤動作の原因となります。  (71ページ)

12.煙が出ている、異奥がするなどの異常状態のままで使用しないでください。火奨、感電、故障

の原因となります。

このような掲台は、直ちに全ての電源を切つて、支社店 (販売店)又 はサービス代理店に連絡

してください。

お雷様による改造、停理は大変危険ですので網対に行わないてください。    (71ページ)
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安全上のこ注意

安全のために次のことは必ず守つてください

【保守について】

△ 注圭息
1.モジュール、出子台、ケーブルの出開はめす■源を切つた状態で行つてください。

電源が入つたままの状態で作業しますと、感このなれがあり、また誤動作、故障の原因となる

ことがあります。 (80ページ)

2.システムを常に正常に保ち、不要なトラブルを未然に防ぐために、日常点検、定期点検、清掃を

実施してください。                            (80ページ)

3.TOSLiNE―F10が正常に動作しない掲含には、本この 「異常発生時の確田事項Jを つ者に確田し

てください。

故障発生時は、支社店 (販売店)又 はサービスtt理店に連おし、返却および停理依頼をしてく

ださい。

当社または指定サービス代理店以外での停理では、動作および安全の保肛は致しかねます。

(80ページ)

4.リレー出カユニットに使用している育控点リレーは、接点の摩擦による寿命があります。本■に

配弱の授点寿命を確田して、寿命を超えないように使用してください。また、寿命を超える掲

合は代目に交換してください。

リレーの接点寿命の不良などで、出力異常が発生し、機構の田損や、故障のされがあります。

(79ページ)

5ロモジュー,レおよびユエットのハ…ドウェアの分解、改造またはソフトウェアの改造は絶対に行わ

ないでください。

故障、娯動作により火災、感電、ケガのされがあります。 (80ページ)

6.点検時にはモジューJレやユニットの■濁出子台にて■圧を測定する掲台には、十分注意して作業

を行ってください。

感電のなれがあります。 (80ベージ)

7.モジュールやユニットの交換はめす電瀬を切つた状態で、行つてください。感■、誤動作、故障

の原因となることがあります。

やむをえず1/O活線お脱機能を使用する掲含は、作業の安全に十分注意してください。

(80ページ)



本書はPROSEC Tシリーズで使用するデータ伝送装置 「TOSLINE―F10」の仕様、取扱い方法等について説明
した取扱説明書です。

本製品をご使用の際は、本取扱説明書をお読みの上、正しくご使用ください。

なお、本取扱説明書のほかに、以下の説明書が準備されていますので、あわせてお読みください。

T3/T3日本体ハードウェア説明お

(UM―TS03号母幸_」002) プログラマブルコントローラT3/T3Hの基本部ハー

ドウェアについて構成、仕様、取付 ・配線方法、保

守 ・保全方法が説明されています。

T3/T3H本体機能説明■

(UM―TS03‥ れ」003) T3/T3Hの CPUが 持っている機能とその使用方法、

ユーザプログラムの作成に必要な情報について説明

されています。

T2製品説明■

(UM―TS02・‐―」001)

T2E製品説明書

(UM―TS02E"― 」001)

T2N製 品説明■

(UM―TS02N号告_」001)

Tシ リーズ命令密説明書くラダー、

(UM―TS03号‖卜」004)

Tシ リーズプログラマ操作説明■

(UM―TS03子Ⅲキ_」006)

Tシ リースノログラマ操作説明書

(UM―TS03母や骨_」007)

Tシ リーズコンピュータリンク機能説明■

(UM―TS03Ⅲ‥―」008)

T2/T2E/T2Nの 基本部ハードウェアについて構成、

仕様、取付 ,配線方法、保守保全方法が説明されて

います。また、入出カモジュールの取扱い、CPUが

もっている機能とその使用方法、ユーザプログラム

の作成に必要な情報についても説明されています。

SFC打 >

Tシリーズがサポートするプログラム言語のうち、

ラダーとSFCに ついて、各命令語の仕様詳細が説明

されています。

入門畑

プログラムの起動からプログラムの作成、保曽、モ

ニタリングなどの基本的な操作手順が、例題に沿っ

て説明されています。

応用綱

プログラムの作成や保管、データの設定などのプロ

グラマのコマンド操作が、機能ごとに説明されてい

ます。

TシリーズのCPUが 内蔵しているコンピュータリン

ク機能について、仕様、取扱い方法が説明されてい

ます。

―
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1.は じめに

TOSLINE―F10は、プログラマブルコントローラT2/T2E/T2N及研 3/T3H(以降必要のない限り

PCと 皓す)で使用する小規模データ伝送装置です。

本書では、このTOSLINEギ 10を使用する手順 ・方法を説明しています。

TOSLiNE―F10(以降F10と略す)の概要は次の通りです。

接続機器 ●プログラマブルコントローラT2,T2E,T2N,T3,T3H(マスタステーション/リモー

卜PCス テーション)

但し、T2のOSバ ージョン Vl.2以降 T3のOSバ ージョン Vl.34以降で使用

可能

●リモート1/O

●マニホールド電磁弁コントローラ SMC株 式会社 取扱い

マスタ1台につき、リモート最大32台

32ヮード/1系統

PCに は8台まで装着可能です。但し、電源容量にご注意ください。

シー)レド付ツイストペアクーブル

(高速モード)全長500m

(長距離モード)室長 lKm

マスタステーション (PC)と リモートステーション(リモートPCス テーション

またはリモート1/Oステーション)を使用し、入出カデータや制御指令の伝送が容

易に行えます。

標準て高速リフレッシュが可能な高速モードを装備し、配線距離を延ばせる長距

離モードも選択でき、用途に合わせた対応が可能です。

製品ラインナップは次の通りです。

形式

T3/T3H用マスタステーション     FMS31lAM

T3/T3H用リモートPCステーション  FRS31lAM

T2/T2E/T2N用マスタステーション   FMS21lAM

T2/T2E/T2N用リモートPCステーションFRS21lAM

リモート1/O DC24V入 力(16点)   FD旧33・K

リモート1/Oリレー出力(16点)     FR0663やK

リモート1/Oトランジスタ出力(16点) FD0633・K

リピータユエット(電気/電気)     FRP61lAK

リピータユニット(電気/光)      FRP613AK

マニホールド電磁弁コントローラ   IN313-TSl SMC株 式会社 取扱い

SMC株 式会社

本社 ・営業本部 TEL 03(3502)8271

名古屋支店   TEL 052(581)9885

TEL 03(3502)2705

TEL 06(391)8611

東京営業部

大阪支店



構 成

2 . 構 成

2-1 システム構成

F10はマスタステーション(親局)とリモートステーション(子局)によってシステムを構成します。

マスタステーションはPCと のデータのやりとりやリモートステーションとの伝送制御及びアク

セスを行ないます。

リモートステーションには次の種類があります。

●リモートPCス テーション・…・・PCに 装着される子局です。

●リモート1/0・…………………・・1/O内蔵タイプの子局で、1/O分散に適しています。

システム構成例を示します。

T2/T3!プ ログラマブルコントローラT2/T2E/T2NまたはT3/T3H

MS/RSP8台 まで装着可能(最大4,096点)但し、ベースユニツトに装着するモジュール数は電源

の容豊を赳えないようにします。600mA/モジュールです。

MSiマ スタ(親局)

RSiリ モート(子局) 
t骨岳 | !電

王i苫:ステ_シ ョン

以降マスタステーションを 「MS」、リモートステーションを 「RS」 と記述します。

０
こ



2-2 外観

◎ T3/T3Hマスタステーション

動作モード
設定スイッチ

(DiPスイッチ)

DSW2

DSWl

DSW0

◎ T3/T3Hリ モートPCス テーション

動作モード
設定スイッチ

DSW2

DSWl

DSu'0

状態表示LED
MSの 動作状態や子局の状態表示に
使用します。

モード選択スイッチ
モニタ機能の選択等に使用します。

アドレス設定スイッチ
RSの 1/Oモニタ用等に使用します。

端子台

伝送線の接続に使用します。

状態表示LED
RSの 送信領域が表示されます。

モード選択スイッチ
不使用

アドレス設定スイッチ
RS送 信領域の先頭
アドレスを設定します。

端子台
伝送線の接続に使用します。

ｒ
Ｈ
サ
”
“
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構 成

◎ T2/T2E/T2Nマ スタステーション

◎ T2/T2E/T2Nリ モートPCス テーション

状態表示LED

MSの 動作状態や子局の状態等に使

用し,ます。

モード選択スイッチ
モニタ機能の選択等に使用します。

アドレス設定スイッチ
子局の1/Oモ ニタ用等に使用しま
す。

端子台

伝送線の接続に使用します。

状態表示LED

RSの 送信領域が表示されます。

モード選択スイッチ

不使用

アドレス設定スイッチ
RS送 信領域の先頭アドレスを
設定します。

端子台

伝送線の接続に使用します。

く
く
　

ヽ
ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｉ

く

ヽ
も
ヽ
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◎ リモート1/0ステーション

アドレス

設定スイッチ

動作モード
設定スイッチ

入出力電源用端子台

中状態表示L

POWER

RUN

SCAN

ALARM

詳細につし

端子台カノヽ一

状態表示LEDⅢ

製品形式略称

入出力状態表示LED

端子台カノヽ一

取付け穴

ED

電源正常で点灯

ユニット正常て点灯

スキヤン伝送正常で点灯

異常検出て点灯

てヽは付録6(2)を 参照してください。

― 'O C。こ・,CaC3

mo c`csc● c,

― OC● 0。C●C●   い ‐『拘

… 〇・CCCoCCCr    D1633

DINレ ール用レノヽ一

５



構 成

◎ 電気/電気リピータ

伝送モード

設定スイッチ

伝送モード

設定スイッチ

入力電源用端子台

入力電源用端子台

伝送用端子台(A系)

伝送用端子台(A系 )

端子台力/ 一ヽ

状態表示LED・

製品形式皓称

端子台カノヽ一

取付け穴

◎ 電気/光リピータ

中状態表示L

POWER

750K

250K

A→ B

B→A

状態表示LEDⅢ

製品形式略称

ED

電源正常で点灯

高速モードを選択て点灯

長距離モードを選択で点灯

A系受信/B系送信データ有りで点灯

B系受信/A系送信データ有りで点灯

A― BO OB→ A I【HJに 、FtO

DiNレ ール用レノヽ一 伝送用端子台(B系)

T03常 8BA/ホ 、 POWER O

750K O 0 250K

A―→BO OB→ A

伝送用光コネクタ(B系)

DINレ ー)レ用レバー

６

詳細につしヽては付録9-3章を参照してください。



3 . 機 能

４

　

　

　

５

　

　

　

６

F10は以下に示すような機能が準備されています。これらの機能を必要に応じて、使用してくだ

さい。

(1)伝送速度遇択

通常使う高速モードと伝送距離を延ばす長距離モードのいずれかが選択できます。

(2)途中つ入/離脱モード

システム立上り後、リモートステーションの電源入り切りしたときの動作を指定します。

(3)出力局応督チェック

出カタイプのリモート1/Oステーションに出力したデータの読み返しテストを行なうかどう

かを指定します。

同期/非同期モード

データの同時性が121要な場合使用します。

伝送続行/停止

異常発生時に、伝送を停止するかどうかを決めます。

テストモードとRASの LED表 示

伝送路のテストを行なうモードが準備されています。また、モジュール正面の状態表示
LEDに よりRAS情 報を見ることができます。

(7)データの保持機能

伝送異常発生時にデータを保持するかクリアするかを決めます。

(8)伝送停止/神可

ラダープログラムから伝送を停止するか、許可するかの指定ができます。

(9)出力察止要求

ラダープログラムから出力(送信)を禁止するか、許可するかの指定ができます。

(10)ステータスの読込み

ラダープログラムで、動作状態を読出して使用することができます。

(11)RAS情 報の読込み

ラダープログラムで、RAS状 態を読出し使用することができます。

(12)長距離化(リピータ)

リピータを使用することにより伝送距離を延ばすことができます。

(1)から (7)の機能は事前のスイッチ設定により、選択します。(8)から (11)の機能は運転

中に、操作またはプログラム(ラダープログラム)により操作できます。

それぞれの機能について以下に説明します。

７



機 能

3-1 伝送速度選択

高速モード

T2,T2E戸2N

T3,T3H

R10

リピータ

長距離モード

T2汀2E汀2N

T3,T3H

R i O

リピータ

F10では伝送速度が750kbpsと250kbpsの2種類が準備されています。それぞれ、高速モードと

長距離モードと呼びます。用途に応じて使い分けをすることができます。

・高速モード(750kbps)

このモードでは、F10のスキヤン同期(データのリフレッシュサイクル)が短く、高速でのデー

タ伝送が行えます。

●長距離モード(250kbps)

このモードでは、F10のスキヤン同期は長くなりますが、伝送距離(セグメント長)を延ばすこ

とができます。

スキヤン同期と伝送距雄を表に示します。

モード 高速モード 長距離モード 備 考

伝送速度設定 750kbps 250kbps

スキヤン同期 7ms 12ms 32ヮード当たり

最長伝送距離

(リピータ不使用)

500m 1000m 使用電線 1.2mmφ

300m ｍ００６ 使用電線 0.75mm2

ｍ００２ ｍ００４ 使用電線  0.5mm2

それぞれのモードは、F10のモジュールに付いているスイッチにより以下のように設定します。

同一系統の各ステーションの設定は、同一設定としてください。

MS211/RS211

MS311/RS311

MS211/RS211

MS311/RS311

DIPO―No.1  →

DSWO― No.1 →

DIP―No,1   →

MODEス イッチ

DIPO"No.1  →

DSWO― No.1 →

DIPとNo.1   →

MODEス イッチ

OFF

OFF

OFF

750k

ON

ON

ON

250k

詳細については、以下を参照して下ください。

設定スイッチ → 5章

伝送距離   → 9章

リピータの使用→ 9聾

８



3-2 途中参入/離脱モード

途中参入/離脱モードを設定しない標準モードでは、マスタステーションの電源が投入されたと

きにのみ、リモートPCス テーションまたはリモート1/Oステーションが接続されているかどう

かを確認します。応答のあつたステーションに対してのみ、データ伝送を行ないます。応答が

あるためには、マスタステーションの電源を投入する前に、リモートステーションの電源を先

に入れる必要があります。マスタステーションがチェックする前にリモートステーションの電

源が入つていない場合には、そのリモートステーションに後から電源を投入してもネットワー

クに参入することができません。また、一度伝送が成立した後に、リモートステーションの電

源が切れた場合には、エラーになりますが、再度電源を投入した場合には、伝送が正常に行な

われます。

リモートステーションの電源がマスタステーションより後から入る場合には、マスタステーシ

ョンを途中参入/離脱モードに設定する必要があります。この場合には、応答が無いステーショ

ンに対してはデータ伝送を行なわないようにします。新しくリモートステーションが立ち上が

つたときには、マスタステーションは、ステーション番号0から31へ順次参入していないステー

ションに対して、応答の有無を確認(勧誘)し、応答があれば、ネットワークに参入させ、データ

伝送を行なうようにします。このとき、この勧誘動作は1伝送スキャンに1局づつとなります。

勧誘動作は1伝送スキャンに1局づつおこなわれます。このとき応答の有無により伝送スキャン

が以下に示す時間だけのびますので、注意してください。

該当ステーションが存在する場合    1.4ms

該当ステーションが存在しない場合  19.5ms

高速応答が必要なシステムに使用する場合には、標準モードで使用することを推奨いたします。

詳細については、以下を参照してください。

伝送スキャン時間 → 付録5

設定はマスタステーションに対してのみ行ないます。

標準モード

T2,T2E,T2N:MS21l  DIPO―No.4    →   OFF

T3,T3   ,MS31l  DSVVO―No.4   →   OFF

途中参入/離脱モード

T2,T2E,T2N:MS21l DIPO―No.4    →   ON

T3,T3H  i MS31l  DSWO― No.4   →   ON

９



機 能

3-3 出力局応答チェック

出力局応答チェック機能を選択した場合、出カタイプのリモート1/0ステーション(D0633、

R0663)に対して出力したデータを、読み出して照含チェックを行ないます。この結果はスキャ

ンヘルシーマツプに反映します。また、出力局応答チェックを1伝送スキャン内に1局づつ順番

に行なうか、全出力局に対して一斉に行なうかを選択できます。

出力局応答チェックを選択すると、伝送スキャン時間がその処理の時間だけ延びます。

リモートPCス テーションに対しては、この機能は無効です。

出力局応答チェックは以下に示すような時間が必要になります。全局指定の場合にはその該当

する局数分12H要になります。

出カモジュール1局当たり

応答がない場合

1.4rns

19.5ms

このため、高速応答を要求するシステムの場合には、この機能を使用しないように推奨します。

詳細については、以下を参照してください。

スキヤンヘルシーマップ → 8-1章

伝送スキヤン時間 → 付録5

スイッチ設定はマスタステーションに対してのみ行ないます。

出力応答チェック無し

T2,T2E′T2N:MS21l  DIPO―No.5

T3,T3H  :MS31l  DSWO― No.5

出力応答チェック有り(1伝送スキャン内に1局)

T2′T2E,T2N:MS21l  DIPO―No.5

DIPO―No.6    →

T3,T3H  :MS31l  DSWO― No.5   →

DSWO― No,6   →

出力応答チェック有り(1伝送スキャン内に全局)

T2,T2E,T2N:MS21l  DIPO―No.5    →

DIPO―No.6    →

T3,T3H  :MS31l  DSu'0-No.5   →

DSWO― No.6   →

↓
　
　
↓

OFF

OFF

ON

OFF

ON

OFF

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

０

０

０

０

3-4 同期βF同期モード

同期モードが選択されると、送信/受信データの同時性が保証されます。この機能はマスタステ
ーションとリモートPCステーションにそれぞれ同時に設定されたときのみに有効となります。

このモードは、全伝送エリアが更新されたときに、ステーションとPCとの間で、一括してデー

タの受け渡しを行ないます。

-10-



非同期モードを選択した場合は、1ヮード(16点)単位の保証となりますので、送信または受信デ
ータが1伝送スキャン前の古いデータと新しいデータが混在した状態となります。

同期/非同期モードの選択はT3/T3Hス テーションに対してのみ行なえます。T2/T2ほ/T2Nステ
ーションは同期モードでのみ動作しますので、選択はできません。

同期モードが設定されたときには、PCか らPCへ の伝送に遅れを生じます。

詳細については、以下を参照してください。

伝送時間 → 付録5

同期モードが設定されていると、通信が始まる最初の伝送スキャンにおいて、送信および受信

する全データが0となります。このため、このモードを使用してPC間 で伝送を行なう場合には、

お互いに一点の常時ONデ ータを送信することにより確認することを推奨します。これにより、

受信側PCに おいて、データがONに なつたことを確認することにより、データが来始めたこと

が、確認できます。

スイッチ設定はマスタステーションとリモートPCス テーションに対してのみ行ないます。

T2,T2E′T2N:MS211/RS211

非同期モード

T3,T3H  i MS311/RS311

同期モード

T3,T3H  :MS311/RS311

DIPO―No.7 →   ON(固 定)

DSWO― No,7→    OFF

DSu′0-No.7 →   ON

3-5 伝送続行/停止

この機能は、通常、伝送続行モードで使用します。

伝送停止モードは、マスタステーションが異常になつた場合やデータ伝送エラー(ノイズ等によ

る受信タイムアウトやデータ異常)が発生したときに全伝送を停止します。この復1日には、マス

タステーションの電源再投入にて行ないます。このため、通常運転では使用しません。

伝送停止モードを選択しますと、ノイズ等の一過性の原因によっても伝送が停止しますので、

通常運転時には、絶対に使用しないでください。

スイッチ設定はマスタステーションに対してのみ行ないます。

伝送続行モード(通常運転モード)

T2,T2E,T2N!MS21l DIPO―No.8

T3,T3H  :MS31l  DSVVO―No.8

伝送停止モード

T2,T2E′T2N:MS21l  DIPO―No.8

T3,T3H  :MS31l  DSWO― No.8

↓
　　
　
↓

Ｎ

Ｎ

Ｏ

Ｏ

↓　　　↓

OFF

OFF



機 構

3-6 テストモード

マスタステーションにのみ準備されている機能です。

伝送装置の設置状況やシステムの確認を行なうときにテストモードを選択します。このモード

には2つの機能が準備されています。それぞれ、モジュール正面にあるモード選択スイッチで、

機能を選択し、結果は状態表示LEDで 確認します。

サーチ機能

RS接 続情報(存在局確認)

テストモードを選択している場合には、通常のデータ伝送は行ないません。

伝送を行なう場合には、モニタモードを選択してください。

テストモードを選択しないモニタモードの場合には、伝送状態に対する各種RAS情 報を状態表

示LEDに 表示します。情報の選択はモード選択スイッチにより選択します。表示される情報と

して、以下のものが準備されています。

RS接 続情報

RS i/0情報

1/Oステータス

設定情報

RSエ ラー情報

詳細は、以下を参照してください。

LEDに よるRAS情 報モニタ → 8-3章

スイッチ設定はマスタステーションに対してのみ行ないます。

モニタモード

T2汀2E戸2N

T3,T3H

テストモード

T2,T2E,T2N

T3,T3H

MS21l DIPl―No.1    →   OFF

MS31l DSWl― Nol    →   OFF

MS21l DlPl…No.1    →   ON

MS31l DSWl― Nol    →   ON

-12-



鶴 能

3-7 データの保持機能

T2,T2E,T2N

T3′T3H

RiO

クリアモード

T2,T2に,T2N

T3,T3H

R10

出力型のリモート1/Oステーションで、受信タイムアウトエラーが発生した場合、そのステーシ

ョンの出カデータを保持するかクリア(全出力をOFF)す るかを選択できます。マスタステーシ

ョンと出力型のリモート1/Oステーションでこのモードの選択ができます。マスタステーション

の場合には、データ保持機能を選択すると、受信データに受信タイムアウトエラーが発生した

場合、受信した最後のデータを保持します。逆に、この機能を選択しない場合には、受信ター

ムアウトエラーを検出したときに、その該当した、データをクリア(全データを0)とします。

受信タイムアウトエラーを検出した場合には、どちらのモードでも、スキャンヘルシーマップ

の該当したビットに反映しますので、プログラムで確認することもできます。

リモートPCス テーションでは、全ての受信データはデータ保持モードに固定されます。

受信データが更新されているかどうかの判定にはスキャンヘルシーマップを使用します。

詳細については、以下を参照してください。

スキヤンヘルシーマップ→8-1事

スイッチ設定はマスタステーションとリモート1/Oステーションに対して行ないます。

前ロデータ保持モード

MS21l DIPl―No.5    →   OFF

MS31l DSWl― No.5   →   OFF

DIP―No.2    →   oN

MS21l DIPl―No.5    →   ON

MS31l DSWl― No.5   →   ON

DIPttNo.2    →   oFF

3-8 伝送停止/許可

マスタステーションおよびリモートPCステーションに対して、PCか ら伝送の停止/許司が行な

えます。これは、それぞれのモジュールに対応した特殊レジスタ(SWレジスタ)に準備されてい

るコマンドレジスタの特定ピットをONに することにより、伝送を停止することができます。

詳細については、以下を参照してください。

コマンドレジスタ → 7-1章

３



機 能

3-9 出力禁止要求

マスタステーションに対して、PCか らの出カデータ(送信データ)の更新が停止します。これは、

それぞれのモジュールに対応した特殊レジスタ(SWレ ジスタ)に準備されているコマンドレジス

タの特定ビットをONに することにより、出力を停止することができます。

出力型のリモート1/Oステーシヨンの場合は、前記3-7頂 で説明したデータ保持機能が設定され

ている場合には、出カデータは保持状態となり、設定されていないときには、出カデータはク

リア(全データOFF)となります。リモートPCス テーションの場合には、受信データが保持状態

になります。

詳細については、以下を参照してください。

コマンドレジスタ → 7-1章

3-10 ステータスの読込み

それぞれのF10モジュールに対応した特殊レジスタ(SWレジスタ)に準備されているコマンドレ  ン

ジスタとステータスレジスタの中に、以下に示すような情報を示すビットが準備されています。

マスタステーション

通信動作状態

出力禁止状態

再構成中フラグ

スキヤン伝送エラーフラグ

スキヤン伝送状態

MSの 動作モード

リモートPCス テーション

通信動作状態

ステーションタイプ

詳細については、以下を参照してください。

コマンドレジスタ/ステータスレジスタ → 7-1章

-14-



3-1l RAS情 報の読込み

特殊レジスタ(SWレ ジスタ)上にスキャンヘルシーマップがある他、内部メモリ上に以下のよう

な情報が準備されています。内部メモリはFun.237特殊モジュールデータ入力命令(READ命 令)

を使用してPCに 読み出せますので、プログラムで使用することがでます。

RSエ ラー情報

エラー局アドレス

RS接 続情報

RS i/0情報

スイツチの設定情報

応答時間(スキャン時間)

詳細については、以下を参照してください。

RAS情 報 → 8-2章

3-12 長距離化(リピータ)

前記3-1頂 で説明しているように伝送速度と使用ケーブルにより最大伝送距離が決定されます

が、伝送距離の延長や伝送回線の絶縁のために、TOSLINE―F10には、リピータが準備されてい

ます。リピータは伝送□線上に2台まで使用することができます。リピータとしては、以下の2

種類が準備されています。

電気/電気リピータ(RP61lA)

電気/光リピータ(RP613A)

電気/電気リピータは、1回線に1台または2台接続でき、距離をセグメントの3倍まで延ばす事が

できます。

電気/光リピータは必ず1対で使用し、1回線に1組だけ使用できます。光ケープルで延長した後

に、またセグメント分延ばすことができます。すなわち、距離をセグメント長の2倍と光ケープ

ルの分延ばすことができます。

但し、リピータを使用しても、接続局数を増やすことができません。リモートステーションは

最大32局分です。

また、リピータの伝送速度設定は、システムの伝送速度にあわせて、MODEス イッチを設定し

てください。

詳細については、以下を参照してください。

リピータ → 9章

Ａ
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機 能

4.立上げ手順と設定

◇危険
1.遺電中は端子 (端子台)に 触れないでください。

感電のおそれがあります。

△ 注圭息
1.非常停止回路、インターロック回路などはTOSLlNE―F10の外部で構成してください。

TOSLtNE―F10が故障した掲含、機械の破損や事故のおそれがあります。

2.1/0モジュー"レを使用するにあたっては本取扱説明■の 「リモート1/0ステーションの使用上の

留意点」をよく読み、誤動作とならぬよう注意してください。

3.運転中のプログラム変更、強制出力、RUN(運 転)、HALT(停 止)、伝送停止/神 可などの操

煩層菫貧置言看雷需あ孟損忌三&宏富増れがぁります。   〔           〕
4.電源投入は投入順序に従つて投入してください。

誤動作により機構の口損や事故のおそれがあります。

5.マスタステーションモジュー'レ、リモートPCス テーションモジュールはT3/T3HまたはT2専用

ですので、必ず専用ベースユニットに取り付けて使用してください。また、リモート1/Oステー

ションユニットおよびリピータは、TOSLINE―F10専用です。

単独での使用及び他の周述に使用しないでください。感■、ケガ、故障の原因になります。

6.システムの安全上、防ず負荷電源がPCの 電源より先にオフするようにシステムを構成してくだ

さい。

7.1/0モジューJレヘ供指する外部■源はなるべく負荷電源と共同としてください。これができない

掘台は、外部電源と自荷電源が同時にオフするようシステムを構成してください。

システムの費全上、必ず負南電源を先にオフするよう注意してください。

8.リレー出カモジュールには過負荷保題用に、電流容■に含ったヒューズを外部回路にて必ず取り

付けてください。

負南短館時などにより火災や機械の破損、事故のおれがあります。

６



栂 能

F10システムの立ち上げ手順及び確認事項を示します。

ケープル接続状態の確認

終端抵抗接続状態の確認

子局の設定スイッチ&ア ドレスの確認

親局の設定スイッチの確認

電源の投入

PC運 転状態の確認

F10システムが動作します

ケープルが正しく接続されていること、

接地が正しくされていることを確認してくだ

さい。

終端抵抗が正しくセグメント毎に2点設定さ

れているかを確認してください。

設定、アドレスが重複なく正しいか確認して

ください。

設定が正しいか確認してください。

特に、全ての伝送モードが一致していること

を確認してください。

電源を子局→親局の順に投入してください。

このシーケンスが守られませんと通常モード

では子局が接続登録されず、動作しませんの

で十分注憲してください。

PCの 1/0割付状態を確認してください。

PCが RUNに なつていることを確認してくだ

さい。

PCが RUNに なつていることを確認してくだ

さい。

７



立ち上げ手順と設定

立ち上げ手順および設定方法等について例をあげて説明します。

4-1 リモート!/Oステーシヨンの接続例

F10で伝送を行なうまでの操作手順を下の図の例で以下に説明します。

下の図のデータ伝送を実施するには、各ステーションのスイツチ設定とPCに 対してプログラマ

「T―PDS」 を用いて割付けを行なう必要があります。

(構 成)

リモート1/O リモート1/O リモートyO リモート1/O リモート1/O リモート1/O

ステーション ステーション ステーション ステーション ステーション ステーション

アドレス0  アドレス1  アドレス2  アドレス5  アドレス6  アドレス10

(伝送慨臨)

(MS側 )
T3/T3H

レジスタLW

(RS側)
リモート1/O

アドレス0

アドレス1

アドレス5

アドレス6

アドレス10

-18-



立ち上げ手順と設定

(1)伝 送ケーブルの接続

TERM― Ll
ショート

アドレス1 0

D1633

第3種接地

終端抵抗ON

(TERM―Llショート)

上図のように、Ll―と1,L2-L2,SG―SCを 各局で接続し、LlとL2はツイストペアにします。

終端抵抗ON

(P,20参照)

終端抵抗OFF

(P.20参照)

終端抵抗OFF

(P.20参照)

９



立ち上げ手順と設定

(2)スイッチ設定

告局の設定スイッチを次のように設定します。(スイツチは電源投入時のみに読み込まれます。)

スイッチ設定が終りましたら各局の電源を投入します。この際、RS(リモート1/O)から先に電源

を投入し、最後にMSの 電源(PC本体の電源)を投入してください。

スイッチ MS311 アドレス0～6のリモート1/0 アドレス10のリモート1/O

モード選択

スイッチ

(MODE)
田

アドレス

設定スイッチ

(STN)

X 1 0

× 1

設定は任意

謙‖韓
10進数でRSの アドレスを設定

します。(図はアドレス0の

RS)

謙‖韓
RSのアドレスを 「10」に設定

します。

動作モード設定

スイッチ
ON

1 2 3 4 5 6 7 8

日日日日日日日日
缶局、

ます。

全て 「OFF」 に設定し 8番を 「ON」 にします。

8番は終端抵抗有/無のスイッ

チです。

８
■
同
□

７
同
日
■

６
同
□
■

５
同
□
Ｅ

４
口
□
■

３
日
日
■

Ｎ

２
同
□
■

０

１
同
□
■
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立ち上げ手順と設定

(3)翻 付

プログラマツフト「T―PDS」 により、PC本 体に1/0の割付及び伝送入出力割付を登録します。

割付を行なう際、PCは 「HALT」 にします。

(a)1/O割付

マスタステーションの1/O割付を行ないます。割付は 「TL―F」となります。

●自動割付手順(T―PDSは PCモ ード)

Siシステム制御情報→A;1/O割付情報→R!一般1/0割付情報→F2:自動割付→Y:実行

●マニュアル割付手順

S:システム制御情報→Ail/O割付情報→R:一般1/O割付情報→Fl:設定

→対応するスロット位置にカーソルを持つていく→モジュール種周」

選択O:TL―F(TOSLINE―F10)→ ENTER

全ての1/0モジュールの設定が終了したら、

F5:登録→Y:実行

(b)伝送入出力割付

リンクリレーレジスタLWと TOSLINEttF10との間でデータ授受を行なうか否かの設定を

行ないます。

●割付手順

【1】S:システム制御情報→A!1/O割付情報→N:伝送入出力割付情報→Fl:設定

【2】カーソルをTL―Fの設定エリアヘ移動させマスタステーション装着数分、CH.1から

と:LINKを設定します。(ここでは1台装着しているのでCH.1のみにLINKを設定)

設定を終了したら、F3:登録→Y:実行

(割付状態)

３

Ｆ

車

“

ｉ ｆ
！
　

〓

３

１

１

６

，

Ｓ

■

ｍ

ｎ

ｆ

ｌｌ

対

Ｉ

Ｉ

■

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

ル

一

一

一

一

一

田 1

印

耐
印

碑
硝

ｍ

印

印

く 伝送入出力8」旧情報 >

思

．

１

２

３

４

５

６

７

８

研

碑

研

研

研

研

□

い

Ｓ
　
２
３
４
５
６
７
８
９
把
・１
立
・３
・４
・５
・６

ｒ駒駒杓胸駒洵胸帥胸殉胸胸駒勅駒杓

研
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立ち上げ手順と設定

(4)プ ログラム例

以上の設定が終了しましたらプログラムをPC本 体へ入力します。

簡単な例題を以下に示します。

尚、プログラムの入力手順につきましては別冊のプログラマ説明書を参照してください。

P,18の構成例において、ステーションアドレス0と6のリモート1/0(D1633とR0663)を使っ

たプログラム例を示します。

MS311

(動作観要)

スイツチの入力により、表示器に表示する数値を変えるプログラムです。

スイッチの入力をリモート1/O D1633で取り込み、表示器の数値データはリモート1/0

R0663て 出力する。

●スイッチ0がONで 「1111」

●スイッチ1がONで 「2222」

●スイッチ2がONで 「3333」

●スイッチ3がONで 「4444」

ステーション
アドレス0

リモート1 / O

をフリッカ表示する。

をフリッカ表示する。

をフリッカ表示する。

をフリッカ表示する。

ステーション
アドレス6
リモート1 / O

リモート1 / O
D1633
ア ドレス0(LW000)

リモート1 / O
R0663
ア ドレス6(LW006) 7SEG

表示器 (4桁)
スイッチ

0

1

2

3

く〔――――――――中――‐
′

出カデータ

⑥番入力

①番入力

②番入力

③番入力

⑥～③番出力

④～②番出力

③～⑥番出力

◎～〇番出力

MSヘ

入カデータ
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０

　

１

　

２

　

３

０

　

０

　

０

　

０

側

ＬＷ ０００

御
ド
‐ Ｌ０〇
一
‐ Ｌ００
ド
帥

」Ｗ ００６

ＤＯ‐００

Ｓ００４４

酎

リモート1/0アドレスO D1633(スイッチ入力)

スイッチ0入力

スイッチ1入力

スイッチ2入力

スイッチ3入力

リモート1/0アドレス6 R0663(7SEG表 示器への出力)

7SEC表 示器データ

1秒クロック(特殊リレー)

(プログラム)

L0000 L0001 L0002L0003
81111 阿0▼

L000a L0000 L8002 L0003
02222 MOV D01

L0002 L0000 L8001 L0003
03333 MOV

04444 MOV
L0003 L0000 L0001 L0002

S0044

ロゴ艦0濡

L0000(スイッチ0)がONの 場合 「1111」をD0100(出カデータ)にセットする。

L0001(スイッチ1)がONの 場合 「2222」をD0100(出カデータ)にセットする。

L0002(スイッチ2)がONの 場合 「3333」をD0100(出カデータ)にセットする。

L0003(スイッチ3)がONの 場合 「4444」をD0100(出カデータ)にセットする。

S0044(1秒クロック)の立上がりでD0100のデータをLW006(リモート1/O′R0663)に

BCD変 換を行ない転送する。

S0044の立下りでLW006を クリアする。

このように、プログラム中ではリンクリレーレジスタLW及 びデバイスLを使用することで、

F10上の伝送データを制御することができまつ。

PCの入出力XW,YWが F10を介する場合はLWに なると考えてください。

①

②

③

④

)⑤

①

②

③

④

⑤
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立ち上げ手順と設定

(5)F10の起動

以上の設定、割付け、プログラミングを完了し、PC本体を 「RUN」 にすればF10が動作し、

例題の制御が行なわれます。
一度、配線、スイッチ設定、プログラミングを行なえば、通常は、電源投入後、即運転と

なります。

この時の 電源投入は、RS→ MSの 順 に行なうようにしてください。

このシーケンスが守られませんと、RSの 存在をMSが 確認できないため、F10が動作しま

せんので十分注意してください。

(後述する 「途中参入/離脱モード」にスイッチを設定している場合は、この限りではありま

せん。)

…24-



4-2 リモートPCステーションの接続例

ここでは、リモートPCス テーションとリモート1/0ステーションを接続する例について説明し

ます。

リモートPCス テーションを使用する場合には、マスタステーション(MS)とリモートPCス テー

ション(RSP)のそれぞれて送信ワード数を決定する財要があります。ここではMSか ら4ワード、
RSPか ら5ワード送信する例を示します。MS側 は必ずアドレス0からとなります。RSP側 はス

イッチ設定で先頭アドレスとサイズを設定します。

(構 成)

PC ＣＰ

リモート1/0
ステーション
アドレス#4

リモート1/0
ステーション
アドレス#10

(伝送観略)

(MS側)

T3/T3H
レジスタLW

(RSP側)

T3/T3H
レジスタLW

アドレス0

４ヮ．ド難　ル

「

―

ト

ー

Ｊ

０ス

ド

　
　
　
　

レ

し

爆

LW031 LVV031

LW000

LVV001

LW002

LVV003

LW004

LVV005

LW006

LVV007

LVV008

LW009

LW010

LW011

アドレス5
LVV005

LVV006

LVV007

LVV008

LVV009
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立ち上げ手順と設定

(1)伝送ケーブルの接続

11)

TERM―Ll
ショート

アドレス4

Di633

終端抵抗OFF

(P.27参照)

アドレス1 0

D1633

終端抵抗ON

(P.27参照)

第3種接地

終端抵抗ON

(TERM―Llショート)

上図のように、

終端抵抗OFF

(TERM― Llオープン)

Ll―Ll,L2-L2,SC― SCを 各局で接続し、Llと L2はツイストベアにします。

６２



立ち上げ手順と設定

(2)ス イッチ設定

各局の設定スイッチを次のように設定します。(スイツチは電源投入時のみに読み込まれま

す。)

スイッチ設定が終りましたら各局の電源を投入します。この際、RS(RS311と リモート

1/O)から先に電源を投入し、最後にMSの 電源(PC本 体の電源)を投入してください。

スイッチ MS311 RS311 アドレス4のリモート1/O アドレス10のリモート1/O

モード選択

スイッチ

(MODE〕
田 田

アドレス

設定スイッチ

(STN)

X 1 0

X l

設定は任意

X10

X l

設定は ５０ アドレスを 「04」に設定します。

韓韓 釧 韓

アドレスを 「10」に設定します。

動作モード設定

スイッチ

Ｚ
Ｏ

Ｚ
Ｏ

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

日日日日日日日日
全て 「OFF」 に設定します。

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

日日日日日日日B
8番を 「ON」 にします。

3番は終端抵抗有/無のスイッチ

です。
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立ち上げ手順と設定

(3)配付け

3-1の(3)割付けと同様の操作を行ないマスタステーション及びリモートPCス テーションの

割付けを行ないます。この例では、ともに同じ割付けとなります。

(a)i/O日付け

TOSLINE―FiOの取付けであるスロットの位置に 「TL―F」の割付けを行ないます。

(b)伝 送入出力割付け

TOSLiNE― F10は 1モジュールのみの使用ですからCH.1の み 「LINK」の割付けを行い

ます。

< 一般 1/0書 Jイ謝青報 >
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設定スイッチの機能

5.設 定スイッチの機能

△ 注意
1.TOSLiNE―F10の各モジューJレやユニットの動作モード設定スイッチは、指定された設定方法お
よび内容を設定してください。
指定外のスイッチ設定は故障の原因となります。

5-1 マスタステーションの設定スイッチ

状態表示LED

モード選択スイッチ

アドレス設定スイッチ

T3/T3Hマ スタステーション(MS311)

動作モード

設定スイッチ

回回匝回回□回□

∞

卜

０

い

寸

∞

側

一

９２



捜定スイッチの機能

＼
く
　

＼
ｔ

ｔ

ｔ

ｌ

ヽ
ｔ

ｔ
く

Ｎ
測
ヽ
‐く　
　
　
に

＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ＩＰ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ
Ｄ

状態表示LED

モード選択スイッチ

アドレス設定スイッチ

DIP2

1日□日畠B日□目
1 2 3 4 5 6 7 8

動作モード設定スイッチ

T2/T2E/T2Nマスタステーション(MS211)

DIP0

８７

―
―
ヤ

Ｎ

■
口
□

６

■
口
□

５

■
口
□

４

■
同
日

３

■
口
回

２

■
口
□

１

■
口
□

７

■
口
日

６

■
同
□

５

■
口
□

４

■
口
日

３

■
口
□

２

■
口
回

１

―
―
―
―
↓
▼

８

０３



設定スイッチの機能

番号 機能名称 OFF ON

1 伝送モード 高速モード(750kbps) 長距離モード(250kbps)
２

不使用 固定

３

不使用 固定

４ 動作モード 標準 途中参入/離脱モード
５ 出力局応答チェック 応答チェック無し 応答チェック有り
６

応答チェック局数 1局/1スキヤン 全局/1スキャン
７ 同期/〕F同期モード 非同期モード選択

や
同期モード選択

８

異常時動作 伝送続行 伝送停止

辛注意 :MS211は 同期モードのみです。常にONと します。

●動作モード設定スイッチ(DIPスイッチ)

これらのスイッチは、取付ける前に設定する121要があります。

DSWO, D!P0

No.1

No.4

No.5

No.6

No.7

No.8

伝送モード設定

データ伝送速度の選択を行ないます。

動作モード設定

標準モードでは、電源立ち上り時の接続局のみに対して伝送を行ない、その局が伝送工

ラーを起こしたり離脱した場合でもアクセスを続けます。
一方、伝送途中で新たに接続局が増えてもアクセスは行ないません。

途中参入/離脱モードでは、伝送途中からの新たな局の参入が可能になり、伝送エラー発

生局に対しては、アクセスをやめ離脱させます。

出力局通信応答確認モード選択
一般にスキャン伝送において、MSか らみた出カデータについてはそのデータが正しく

受信されたか否かは、確認されません。しかしながら、本モードを選択するとMSが 出

カデータを送信した局に対してリードノヽックを行ない、送信したデータと比較照含を行

ないます。その結果は、RSエ ラー情報に反映されます。

応答チェック有りを選択時は、システムの応答に遅れが生じますので、十分者慮の上使

用してください。(応答時間についてはP.96付録5参照)

通信応答確認局数選択

No.5,モ ードが選択された場合に、その比較照含を1伝送スキャン毎に1出力局に対して

行なうか、全出力局に対して行なうかの選択を行ないます。

同期/ヲF同期モード選択

非同期モード選択の場合、スキャンデータのlW保 証はされ、高速なデータリフレッシュ

が実行されます。

同期モード選択の場合、1スキャンデータ32Wの 同時性が保証されます。最大、2リフレ

ッシュ時間+ON/OFFデ ィレイ時間のデータ遅延が生じます。

T2用マスタステーションMS2111よ同期モードのみですので、常にON設 定とします。

異常時動作モード選択

通常はOFFに 設定します。

MSの 異常、データ伝送エラー発生時の伝送制御方法を選択します。

通常は、伝送続行を選択します。

伝送停止選択時は、一度でもエラーが発生すると全ての伝送を停止しますのでシステム

設計においては十分者慮の上使用ください。この場合には、マスタステーションのPCの

電源再投入により復lBさせます。
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捜定スイッチの機能

DSWl, DlPl

番号 機能名称 OFF ON

1 モニタ/テスト・モード モニタモード テストモード
２

不使用 固定

３
送信エリア設定選択 送信エリア無効 送信エリア有効

４ 不使用 固定

5 異常時入カデータ 前ロデータ保持 クリア(データ=0)

６

不使用 固定

7 不使用 固定

８
不使用 固定

Nol,モ ニタ/テストモード選択

MSの RAS機 能の選択を行なえます。

通常は、モニタモードを選択することによって、□―タリスイッチで選択した機能によ

つて各種のRAS情 報を前面のLEDに て確認することができます。

伝送装置の設置、デバッグ時に回線のチェツク等を行う際には、テストモードを選択す

ることによって、□―タリスイッチで選択したテスト動作が行なえます。

No3;送 信エリア設定選択

MSか らの送信データの有無を選択します。リモートPCス テーションを接続するときに、

リモートPCス テーションに対して送信するデニタが有る場合には、送信エリア有効

(ON)を設定します。このとき、DSW2,DlP2て データのワード数(0～32)を設定します。

送信の先頭アドレスは0に固定されています。

No5,入 力局エラー発生時動作モード選択

伝送エラー発生時、またはRUN→ HALT時 の入カデータの取扱い処理を選択できます。
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捜定スイッチの機能

DSW2, D!P2

伝送データのサイズを設定します。DSWl,DIPlの No.3スイッチがONの とき、有知となり
ます。

設定範囲は以下の表のようになります。

送信の先頭アドレスは、0に固定されています。

ハ ８
7

６ ５ ４ ３ ２
1

0ヮード OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF

1 OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF ON
２

OFF OFF OFF OFF OFF OFF ON OFF
３

OFF OFF OFF OFF OFF OFF ON ON
４

OFF OFF OFF OFF OFF ON OFF OFF
５

OFF OFF OFF OFF OFF ON OFF ON
６

OFF OFF OFF OFF OFF ON ON OFF
，
ｒ OFF OFF OFF OFF OFF ON ON ON
８

OFF OFF OFF OFF ON OFF OFF OFF
９

OFF OFF OFF OFF ON OFF OFF ON
０

OFF OFF OFF OFF ON OFF ON OFF

OFF OFF OFF OFF ON OFF ON ON
２

OFF OFF OFF OFF ON ON OFF OFF
３

OFF OFF OFF OFF ON ON OFF ON
４

OFF OFF OFF OFF ON ON ON OFF
５

OFF OFF OFF OFF OFF ON ON ON
６

OFF OFF OFF ON OFF OFF OFF OFF
７

OFF ＦＦＯ ＦＦＯ
ON OFF OFF OFF ON

８

OFF OFF OFF ON OFF OFF ON OFF
９

OFF OFF OFF ON OFF OFF ON ON
０２ ＦＦＯ OFF OFF ON OFF ON OFF OFF
２

OFF OFF OFF ON OFF ON OFF ON
２２

OFF OFF OFF ON OFF ON ON OFF
３２

OFF OFF OFF ON OFF ON ON ON

４２ OFF OFF OFF ON ON OFF OFF OFF
５２

OFF OFF OFF ON ON OFF OFF ON
６２

OFF OFF ＦＦＯ ON ON OFF ON OFF
７２

OFF OFF OFF ON ON OFF ON ON
８２

OFF OFF OFF ON ON ON OFF OFF
９２

OFF OFF OFF ON ON ON OFF ON

０３
OFF OFF OFF ON ON ON ON OFF

３

OFF OFF OFF ON ON ON ON ON
２３

OFF OFF ON OFF OFF OFF OFF OFF

無効 上記以外の設定
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出定スイッチの構能

oモ ード選択スイッチ ・アドレス設定スイッチ

状態表示LEDに よりRAS情 報モニタの機能を選択します。

DSWlま たはDIPlのNo.1のスイッチの状態により動作が異なります。モード選択スイッチに

より下表に示すように、表示内容を選択できます。このとき、必要に応じてアドレス設定ス

イッチを使用します。

RSPを 使用するとき、MSの 送信エリアの先頭は0に固定されていますので、アドレス設定ス

イッチはシステム構成上では意味を持ちません。このため、通常は特に設定する財要はあり

ません。

モード選択

スイッチ

DSWlま たはDIPlの No.1ス イッチの状態

OFF

モニタモード

ON

テストモード
０ RS接 続情報 サーテ機能中

1 RSI/O情 報 RS接 続情報
２ 1/Oステータスキ

３
設定制御情報

４

５ 子局エラー情報

備考 :キ印の付いている動作ではアドレス設定スイッチにより表示内容を変更します。

詳細については、以下を参照してください。

LEDに よるRAS情 報モニタ → 8-3章

４３



設定スイッチの機能

5-2 リモートPCス テーションの設定スイッチ

T3/T3Hリ モートPCス テーション(RS311)

状態表示LED

モード選択スイッチ
不使用

アドレス設定スイッチ

端子台

動作モード
設定スイッチ

目 |
督E≡:き

署 |
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出定スイッチの機能

多

状態表示LED

モード選択スイッチ(不使用)

アドレス設定スイッチ

1固□目日B□日
1 2 3 4 5 6 7 8

動作モード設定スイッチ

T2/T2E/T2NリモートPCス テーション(RS211)

DIP0

８７

■
同
日

６

■
同

□

５

■
同
□

４

■
同
□

３

■
口
日

２

■
口
□

１

―
―
―
↓
▼

■
口
□
６

■
同
□
５

■
同
□
４

■
口
日
３

■
口
□
２

■
同
□
１ ８７
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設定スイッチの機能

●動作モード設定スイッチ(DIPスイッチ)

DSWO, DlP0

番号 機能名称 OFF ON

1 伝送モード 高速モード(750kbps) 長距離モード(250kbps)
２

不使用 固定

３

不使用 固定

４

不使用 固定

５

不使用 固定
６

不使用 固定
７

同期/ヲF同期モード 非同期モード選択十 同期モード選択
８

不使用 固定

No.1,伝 送モード設定

データ伝送速度の選択を行ないます。

No.7,同 期/ヲF同期モード選択

非同期モード選択の場合、スキャンデータのlW保証はされ、高速なデータリフレッシュ

が実行されます。

同期モード選択の場合、1スキャンデータ32Wの 同時性が保証されます。最大、2リフレ

ッシュ時間十ON/OFFデ ィレイ時間のデータ遅延が生じます。

キT2/T2E/T2Nリ モートPCス テーションRS211は 同期モードのみのため常にON設 定とし

ます。

７３



捜定スイッチの機能

DSWl, DlPl

番号 機能名称 OFF ON

1 不使用 固定

２

不使用 固定

３

不使用 固定

４ 不使用 固定

５
不使用 固定

６

不使用 固定

7 不使用 固定

８
不使用 固定

すべてOFF設 定にしてください。

８３



DSW2, D,P2

リモートPCス テーションからマスタステーションヘの送信ワード数を設定します。先頭アドレ
スはモジュール正面のロータリスイッチにより設定します。
設定範囲は以下の表のようになります。

番号

サイズ
８ ７ ６ ５ ４ ３ ２

0ワード OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF

1 OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF ON

２

OFF OFF OFF OFF OFF OFF ON OFF
３

OFF OFF OFF OFF OFF OFF ON ON

４
OFF OFF OFF OFF OFF ON OFF OFF

５
OFF OFF OFF OFF OFF ON OFF ON

６
OFF OFF OFF OFF OFF ON ON OFF

7 OFF OFF OFF OFF OFF ON ON ON

８
OFF OFF OFF OFF ON OFF OFF OFF

９

OFF OFF OFF OFF ON OFF OFF ON
０

OFF OFF OFF OFF ON OFF ON OFF

OFF OFF OFF OFF ON OFF ON ON
２

OFF OFF OFF OFF ON ON OFF OFF
３

OFF OFF OFF OFF ON ON OFF ON

４
OFF OFF OFF OFF ON ON ON OFF

５

OFF OFF OFF OFF OFF ON ON ON

６

OFF OFF OFF ON OFF OFF OFF OFF
７

OFF OFF OFF ON OFF OFF OFF ON
８

OFF OFF OFF ON OFF OFF ON OFF
９

OFF OFF OFF ON OFF OFF ON ON

０２
OFF OFF OFF ON OFF ON OFF OFF

２

OFF OFF OFF ON OFF ON OFF ON

２２
OFF OFF OFF ON OFF ON ON OFF

３２
OFF OFF OFF ON OFF ON ON ON

４２
OFF OFF OFF ON ON OFF OFF OFF

５２
OFF OFF OFF ON ON OFF OFF ON

６２
OFF OFF OFF ON ON OFF ON OFF

７２
OFF OFF ＦＦＯ ON ON OFF ON ON

８２
OFF OFF OFF ON ON ON OFF OFF

９２
OFF OFF OFF ON ON ON OFF ON

０３
OFF OFF OFF ON ON ON ON OFF

３

OFF OFF OFF ON ON ON ON ON

２３
OFF OFF ON OFF OFF OFF OFF OFF

無効 上記以外の設定

●モード選択スイッチ ・アドレス設定スイッチ
モード選択スイッチは、不使用です。
アドレス設定スイッチは、リモートPCス テーションからマスタステーションヘ送信するデー

タの先頭アドレスを設定します。送信するデータ塁はDSW2ま たはDIP2のスイッチにて設定
します。
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設定スイッチの機能

5-3 リモート1/Oステーションの設定スイッチ

◎ リモート1/Oステーション

入力電源用端子台  入出力用端子台

アドレス

設定スイッチ

動作モード

設定スイッチ

端子台カノヽ一

状態表示LED

製品形式皓称

入出力状態表示LED

端子台カノヽ一

取付穴

●アドレス設定スイッチ

リモート1/Oのアドレスを設定するためのスイツチです。向かつて左側より上位、下位の順に10

進数で設定します。設定は、「0～31」の範囲で行なつてください。

アドレスの重複は絶対にしないてください 1

入出力用端子台

DINレ ール用レバー

●動作モード設定スイッチ

番号 機能名称 OFF ON

1 伝送モード 高速モード(750kbps) 長距離モード(250kbps)
２
出力局エラー発生動作モード クリア(全出力OFF) 前ロデータ保持

３

　

～

　

７

不使用 固定

８ 終端抵抗 終端抵抗なし 終端抵抗あり(終端時)

０４



設定スイッチの機能

5-4 リピータの設定スイッチ

◎ 電気/電気リピータ

入力電源用端子台

伝送モード

設定スイッチ

◎ 電気/光リピータ

入力電源用端子台

伝送モード

設定スイッチ

伝送用端子台(A系)

伝送用端子台仏系)

端子台カバー

状態表示LED

端子台カバー

取付穴

状態表示LED

●伝送モード設定スイッチ

伝送モード(伝送速度)を決定するスイッチです。ステーションの設定と台わせます。

設定する伝送モード側ヘスイッチをセットします。

弱   L2  Li  tt FC

M O D E
子OSH8BA /声

一一―一
く ヽ  的 WER O

A―BO OB― A IToHHE‐n0

DlNレ ール用レバー 伝送用端子台(B系)

京話言萌高芦
うノ 膏発8 8 :賢甘

DINレ ール用レバー
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リンクリレーレジスタ

6.リ ンクリレーレジスタ

6-1 リンクリレーレジスタ

F10によってデータ伝送を行なう場合はPCの リンクリレーレジスタ(LWレジスタ)を用います。

プログラムでLWレ ジスタを使用することで、伝送データの処理が行なえます。

LWレ ジスタの構成は以下の通りです。

リンクリレージスタLW

>→LW000

LWレ ジスタのNo.(10進数

表現)

リンクリレー

Y,R等 )と同様に、a接点(引卜)、b接点制作)、

FEDCBA98 76543210

256ワード

リンクリレーLは、リンクリレーレジスタ

LWの 中の1ビットを示し、16ビットで1つ

のリンクリレーレジスタを構成します。

例えば

・L0000-L000Fて 宮LVV000

・L2550-L255Fて 軍LW255

を構成しています。

表現方法は

LVV251

LVV252

LW253

LVV254

LVV255

と ビッ間 副 礎 振 動

プログラム中では、Lリレーは、他のリレー(X,

コイル(引〔〕弓)等に使用します。

２４



リンクリレーレジスタ

6-2 リンクリレーレジスタの割付け

LWレ ジスタの容量は256ワードとなつております。このうち各ステーションに割付けられるワ
ード数は次の通りです。

●マスタステーション(MS)/リモートPCステーション(RSP)i

●リモート1/O(RiO)

1台につき32ヮードの容量があります。

リモートPCステーション(RSP):PCに 対して8台まで、それぞ

れ装着が可能です。

とWレ ジスタのアドレスは、CPUか ら近い順に1台につき32ずつ番

号が割付けられます。

また、MS/RSPl台 ごとにCH.1,CH.2と いうように順次CH.番

号が書」当てられます。

il台につき1ワード割当てられます。割当てられるとWレ ジスタの

アドレスはステーションアドレスによってその割付けが決定され

ます。

ステーションアドレスの0から順にLWレ ジスタが割付けられま

す。

(レジスタ割付け例)

次のような構成の場合のLWレ ジスタの割付けを示します。

MS

CH.l CH.2 CH.3

リモート1/O
ステーション

tレス2

リモート1/O
ステーション

レス0

アドレス5

リモート1/O
ステーション

ミレス0

ミレス21

３■

tレス31



制御レジスタ

7.制 御レジスタ
制御レジスタとは、プログラムによってF10の動作を制御するためのレジスタです。

通常は操作する必要はありませんが、PCの RUN中 に伝送をストッフさせる、またはリモート

1/Oの出力を禁止する等の必要性がでた場合、このレジスタを使用します。

制御レジスタにはコマンドレジスタとステータスレジスタの2種類があり、PCの 特殊レジスタ

SWに 割付けられています。

1台のMS/RSPに はコマンドレジスタ、ステータスレジスタが缶1ワードずつ割り振られます。

MS/RSP コマンドレジスタ ステータスレジスタ

CHl.のMS/RSP

CH2.の MS/RSP

C H 3 .のMS / R S P

CH4.のMS/RSP

CH5.のMS/RSP

CH6.のMS/RSP

CH7.の MS/RSP

CH8.の MS/RSP

SW078

SW080

Sh,082

Sur084

SVV086

SW088

SW090

SW092

Sh,079

Sur081

SW083

SW085

SW087

SW089

SW091

SW093
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7-1 コマンドレジスタとステータスレジスタの内容

コマンドレジスタとステータスレジスタの内容を以下に示します。

尚、例としてSW78(コ マンドレジスタ)SW79(ステータスレジスタ)を掲げてますが、その他の

制御レジスタもビット構成は同じです。

●コマンドレジスタ

MS/RSPに 対し通信停止要求、リモート1/0の出力を禁止という2つの要求機能があります。

また0～7ビットはステータスを示すビットとなつています。

備者 1)リモートPCス テーションは球印の付いている機能のみ有効です。

2)予 約領域は通常 0となります。

ＩＴ

Ｏ
．

Ｂ

Ｎ 頂   目
SW78

０
1

<入力>

MS/RSP

↓

PC

０
通信動作状態 MSの 通信停止中 MSの 通信実行中

1 出力禁止動作完了フラグ 出力禁止動作なしOR未 完 出力禁止動作完了
２

再構成中フラグ 通常動作 MS再 構成中
３

予約領域
４ スキヤン伝送エラーフラグ スキヤン伝送正常 スキヤン伝送異常(エラー)
５

予約領域
６

予約領域

7 予約領域

<出力>

MS/RSP

↑

PC

８
通信要求 MSに 通信起動要求 MSに 通信停止要求

９ 出力禁止要求 出力禁止要求解除 出力禁止要求
Ａ 予約領域

Ｂ 予約領域

C 予約領域

Ｄ 予約領域
Ｅ 予約領域

F 予約領域
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●ステータスレジスタ

F10の動作状態を示すレジスタです。

ＩＴ

Ｏ
．

Ｂ

Ｎ 頂  目
Sur79

０ 1

く入力>

MS/RSP

↓

PC

０

通信動作状態 MSの 通信停止中 MSの 通信実行中

1 スキヤン伝送状態 スキヤン伝送停止中 スキヤン伝送動作中
２

予約領域
３

予約領域
４ 予約領域
５ MS動 作モード状態 運転モード テストモード
食
Ｕ ステーション種周」 マスタ リモート
７

予約額域
８

予約領域
９ 予約領域

Ａ 予約領域

Ｂ 予約領域

C 予約領域

Ｄ 予約領域
Ｅ 予約領域

F 予約領域

備者 1)リモートPCス テーションは中印の付いている機能のみ有効です。

2)予 約領域は通常0となります。
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7-2 制御レジスタの機能

(1)コマンド

●通信停止要求 SOO08(SWOO① のビット8、○○○はコマンドレジスタNo.)

プログラムによってこのビットをONに セットすると、TOSLINE―F10のスキヤン伝送が

停止します。

異常発生時の通信ストップや、リモート1/0の出力保持モードで、PCが 再起動した際、

次の確定データが送信されるまで、前の状態のデータを出力したい場合などに応用でき

ます。

例)MS CH.1の場合の通信停止制御例

RUN
PC   HALT

S0788

PCの データ

S0780とS0790

リモート1/Oの出力

出力禁止要求 SOO09(SWOOOの ビット9、○○○はコマンドレジスタNo.)

プログラムによってこのビットをONに セットすると、リモート1/Oへの出力が禁止され、

出力局エラー発生動作モードスイッチ設定に従つて、データ全点OFFまたは保持させる

ことができます。

ァバッグ時に入力のみ取り込み、出力は出さないという場合に応用できます。

例)MS CH.1の場合のリモート70出力禁止制御例(リモート1/Oの出力保持モードの場合)

Pc    ttX障

S0789

S0781

督砦掌醤曽10へ

の

藩掛
子ト
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(2)ステータス

F10の動作状態を監視するビットです。

以下△△△はステータスレジスタNo.、○○○はコマンドレジスタNo.です。

●通信動作状態 SOO00と S△△△0(SWOOO及 びSW△ △△のビツト0)

PCが RUN状 態でMSが 正常(MS状態 =0)でかつ通信停止要求コマンド=0の 時、通信実

行中(ON=1)となります。

この条件が満たされない場合、停止(0)となります。

●スキヤン伝送状態 S△△△1(SW△△△のビツト1)

スキヤン伝送が正常か否かを表します。

動作時はON(1)、停止時はOFF(0)となります。

●スキヤン伝送エラーフラグ S△△△4(SW△ △△のビット4)

スキヤン伝送を行なつている時、いずれか1局でもエラーが発生した場合ON(1)となりま

す。

●再構成中フラグ S△△△2(SWOOOの ビツト2)

速q3参入/離 脱モードで再構成処理中の場合ON(1)となります。

それ以外通常はOFF(0)となつています。

●出力禁止動作完了フラグ SOO01(SWOOOの ビット1)

マスタステーションが出力禁止要求をPCか らセットされ、出力禁止状態になつたことを

示します。このときリモート1/Oステーシヨンの設定が出力保持モードのときは、最後に

出力したデータを保持し、クリアモードのときは、全点OFFに なります。

●MS動 作モード状態 S△△△5(SW△ △△のビツト5)

マスタステーションがテストモードに設定されているとき(DSWlま たはDIPlのNo.1ス

イッチがON)、 このビットはON(1)となります。それ以外のモードでは、このビットは

OFF(0)となります。

●ステーション種居」 S△△△6(SW△△△のビット6)

ステーションの種周」を示します。OFF(0)のときマスタステーション、ON(1)のときリモ
ートPCス テーションであることを示します。
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8.RAS情 報

8-1 スキャンヘルシーマップ

スキヤンヘルシーマップは、各RSの伝送状態を表すもので、PCの 特殊レジスタSW094～ 109

に格納されます。

スキヤン伝送エラーが発生していないかを1ワード単位で示します。

1つのMS/RSPに 対し2ワードずつ割り振られ、その2ワード(32ビット)でRS32局分のヘルシー

マップを表わします。

CH.1

MS/RSP

CH.2

MS/RSP

CH.8

MS/RSP

図中数値0～31:ス テーションアドレスに対応

ビツトのON/OFFの 意味は以下のようです。

マスタステーション(MS)

0!該 当のアドレスのスキヤンデータが正常に更新されている。または、該当アドレスに割

付けられたステーションが存在しない。

1:伝送エラーでスキヤンデータが正常に更新されていない(異常)。

リモートPCス テーション(RSP)

0!該 当のアドレスのスキヤンデータが正常に更新されている。

1:伝送エラーでスキヤンデータが正常に更新されていない(異常)。または、該当のアドレス

に割付けられたステーションが存在しない。

尚、エラー発生後、正常伝送に復帰すれば自動的に
Ⅲ
O"(OFF)に戻ります。

スキヤンヘルシーマツプの中の1つてもエラーが発生すると、特殊リレーS00Dが 1(ON)になり

ます。

Sur094

S颯'095

Sh'096

と     SW097

SW108

SW109

F  E  D  C  B  A  9  8  7  6  5  4  3  2  1  0
５ ４ ３ ２ ０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２

1
０

３ ０３ ９２ ８２ ７２ ６２ ５２ ４２ ３２ ２２ ２ ０２ ９ ８ ７ ６

５ ４ ３ ２ ０ ９ ８ ，
′

６ ５ ４ ３ ２
1

０

３ ０３ ９２ ８２ ，
ｒ
Ｏ
こ

６２ ５２ ４２ ３２ ２２ ２ ０２ ９ ８ ，
′

６

＼
―
―
―
ノ

５ ４ ３ ２ ０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２
1

０

３ ０３ ９２ ８２ ７２ ６２ ５２ ４２ ３２ ２２ ２ ０２ ９ ８ ７ ６
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8-2 TOSLiNE―F10の内部メモリ

MS/RSPは PC本 体とのデータのやりとりを行なうためのメモリを持つておりこれを内部メモ

リといいます。

データ伝送を行なうに当たり、ユーザは内部メモリについて全く憲謝する必要はありません。

但し、この内部メモリには、RAS情 報も格納されており、プログラムで情報を読込むことも可

能です。RAED(Fun237)命 令を使用して読込みます。

内部メモリの概要を示します。

0(000H)

1791(6FFH)

アクセス

禁止

領域

(プログラムでアク

セス してはいけま

せん)

RAS情 報及び

予約領域

1792(700H)

2047(7FFH)

1)これらのメモリにデータを書込んではいけません。

2)内 部メモリアドレス000H～6FFHか らデータを読み出

1792(700H)

1808(710H)

1809(71lH)

1810(712H)

1823(71FH)

1824(720H)

2825(721H)

1839(72FH)

1840(730H)

1841(731H)

1842(732H)

1855(73FH)

1856(740H)

1857(741H)

1858(742H)

1891(763H)

1892(764H)

1893(765H)

1894(766H)

1895(767H)

1896(768H)

1897(769H)

1899(76BH)

1900(76CH)

1901(76EH)

1902(76FH)

2047(7FFH)

備者

-50-
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8-2-1 内部メモ リのRASの 情報

(1)RS接 続情報(内部メモリアドレス :1840,1841)

MSの 場合には、ステーションアドレス0～31に対応するRSが 回線上に接続されているか否

かの情報です。

F  E  D  C  B  A  9  8  7  6  5  4  3  2  1  0

RSPの 場合には、全て
″
1″となります。

図中数値 !ステーションア ドレスに対応

0:接 続なし

1 :接続あり

(2)RSi/O情 報(内部メモリアドレス :1856,1857)

MSの 場合には、回線上に接続されているRSが 入力あるいは出力かを表す情報です。

RSPの 場合には、そのステーションの送信エリアを示します。

185∝

1857口■

図中数値

MSで は0

1

RSPで は0

1

ステーションアドレスに対応

入力局、または接続なし

出力局

受信エリアまたは接続なし

自局の送信エリア

(3)設定制御情報(内部メモリアドレス :1892,1893,1894)

MS/RSPの 動作モード設定スイッチDSWO～ DSW2,DIPO～DIP2の設定情報です。

F  E  D  C  B  A  9  8  7  6  5  4  3  2  1

1841(731

５ ４ ３ ２ ０ ９ ８ ，
′

６ ５ ４ ３ ２
1

０

３ ０３ ９２ ８２ ７２ ６２ ５２ ４２ ３２ ２２ ２ ０２ ９ ８ ７ ６

F  E  D  C  B  A  9  8  7  6  5  4  3  2  1  0
５ ４ ３ ２ ０ ９ ８

7
６ ５ ４ ３ ２

1
０

３ ０３ ９２ ８２ ７２ ６２ ５２ ４２ ３２ ２２ ２ ０２ ９ ８ ７ ６

況
■

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ DSWO/DIPO設 定
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ DSW1/DiPl設 定
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ DSW2'DiPと設定

5

(4)RSス テーションアドレス (1896)

RSPの アドレス設定スイッチの設定情報です。

F  E  D  C  B  A  9  8

0～7ビットはスイッチ1～8番に対応

0:ス イッチOFF

l :スイッチON

アドレスは16進数で格納されます。

7 6 5 4 3 2 1 0

1896( ステーションアドレス

Ａ
０



RAS情 報

(5)RSエ ラー情報(内部メモリアドレス :1808,1809)

スキヤンヘルシーマツプです。1スキャン伝送毎のエラー情報で、1度エラーが発生しても

次回正常伝送されれば、そのエラーは解除されます。

通常は、受信エラーのみの監視となります。送信エラーはMSに おいて 「出力局通信応答確

認モード」に設定(DSWO-5ス イッチまたはDIPO-5スイッチをON)し た場合にのみ監視され

ます。

F  E  D  C  B  A  9 7   6

180駅

1809口1

図中数値

MSで は0

1

RSPで は0

1

ステーションア ドレスに対応

正常または接続局なし

伝送エラー

正常

接続局なしまたは伝送エラー

(6)エ ラー局アドレス(内部メモリアドレス :1824)

エラーが発生した最新のRSの アドレス情報です。アドレスは16進数で格納されます。

MSの みに有効です。RSPで は、無効です。

F  E  D  C  B  A  9  8  7

Ｈ

５ ４ ３ ２ ０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２
1

０

３ ０３ ９２ ８２ ７２ ６２ ５２ ４２ ３２ ２２ ２ ０２ ９ ８ ７ ６

1824(720H

0～4ビット :エラーが発生したステーションアドレス

中 :不定データ

(7)応答時間(内部メモリアドレス :1900,1901,1902)

F10のスキヤン伝送時間の情報です。表示は16進(HEX)表現で、単位は[xl.3m秒]です。

精度は+1.3m秒 未満です。

MSの みに有効です。RSPで は、このデータは無効です。

F  E  D  C  B  A 7   6

;笹】1暑貸橿}が格納されます。

０ ０ ０ ０ ０ ０ 球 率 中 ＊ キ ア レ ス

最 可 値

現 在 値

０駁
大 値
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8-2-2 RAS情 報の読み出 し

F10の内部メモリのRAS情 報は、「Fun.237特殊モジュー)レデータ入力命令(READ)」 によって

PCへ 読み出すことができます。(Fun.237の詳細はTシリーズ命令語説明書を参照してください)

以下にRAS情 報を読み出すプログラム例を示します。

(RSエラー情報を読み出す場合)

① RVV001SRSIラー情報の内部メモリアドレス(1808=H710)

をセットします。

② RW002へ読み出すワード数(2ワード)をセットします。

③ MSが 装着されているスロットNo.を読出し元に指定しま

す。スロットNo.2に装置されたMSの内部アドレス①から

②ワード分のデータをRW010を先頭に転送します。

よつて、このプログラムが実行されると、スロット2に装置されたMSに 接続されたRSのエラー

情報がRW010、 RW011に 読み込まれます。

MSの 内部メモリ PCの レジスタ

ぐ日 }認 日

0 1 2 3 4

Ｐ

Ｓ

Ｃ

Ｐ

Ｕ

入

力

出

力

Ｔ

Ｌ

Ｉ

Ｆ

ｍ

入

力

出

力

３５
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8-3 LEDに よる献 S情報モニタ

F10のMS/RSPで は前面の321回のLEDに より次のRAS情 報のモニタができます。

(1)RS接 続情報  (MSの み)

(2)RS t/O情報  (MS/RSP)

(3)1/Oス テータス  (MSの み)

(4)設 定情報    (MSの み)

(5)RSエ ラー情報  (MSの み)

機能の選択は前画のモード選択スイッチ(MODEス イッチ)とアドレス設定スイッチで行ないま

す。

尚、MS311で は左側面の動作モード設定スイッチのDSWl-1を 、またMS211で は下側の動作モ

ード設定スイッチのDIPl-1をOFF(モ ニタモード)に設定します。

但し、リモートPCス テーション(RSP)で はモード選択スイッチに関係なく(2)RS i/0情報のみ

表示します。

(1)RS接 続情報

(機 能)回 線上に接続されているRSを LEDに 表示します。

(設 定)MODEス イッチ =0

(モニタ)LEDと RSア ドレスの対応は次の通りです。

(2)RS i/0情報

(機 能)RSの 1/O割付の状態をLEDに 表示します。

(設 定)MODEス イッチ =1

(モニタ)LEDと RSア ドレスの対応は次の通りです。

LED番 号 ０Ｌ Ｌ ２Ｌ ３Ｌ ４Ｌ ５Ｌ ６Ｌ ７Ｌ ８Ｌ ９Ｌ 去 ＢＬ ＣＬ ＤＬ L―E ＦＬ

馬 アドレス ０
1

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ ２ ３ ４ ５

LED番 号 ０Ｈ Ｈ ２Ｈ Ｈ ４Ｈ ５Ｈ ６Ｈ ７Ｈ ８Ｈ ９Ｈ ハ「 Ｌ「 ＥＨ tt―E ＦＨ

RSア ドレス ６ ７ ８ ９ ０２ ２ ２２ ３２ ４２ ５２ ６２ ７２ ８２ ９２ ０３ ３

LED{8洋車居8塚3

LED番 暑 ０Ｌ Ｌ ２Ｌ ３Ｌ ４Ｌ ５Ｌ ６Ｌ ７Ｌ ８Ｌ ９Ｌ 去 ＢＬ L―C L―D L―E ＦＬ

馬 アドレス ０
1

２ ３ ４ ５ ６ ，
ｒ

８ ９ ０ ２ ３ ４ ５

LED番 号
０Ｈ Ｈ ２Ｈ Ｈ Ｈ ５Ｈ ６Ｈ ７Ｈ ８Ｈ ９Ｈ 中「 Ｃ「 ＥＨ tt―E H―F

雨アドレス ６ ７ ８ ９ ０２ ２ ２２ ３２ ４２ ５２ ６２ ７２ ８２ ９２ ０３ ３

MSの とき

 LED{8単
1文召目またはRSな し 

SPの とき

LED{8卜
!董橿圭じ軍

力
■
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RAS情 報

(3)1/0ステータス

(機 能)指 定したRSの 1/O状態をLEDに 表示します。

(設 定)MODEス イッチ=2

アドレス設定スイッチ=モ ニタしたいRSの アドレス

(モニタ)LEDの L側はアドレス設定スイッチで設定したアドレスのRSの 1/O状態が表示さ

れます。

LEDの H側はアドレス設定スイッチで設定したアドレス+1の RSの 1/O状態が表

示されます。

LEDの 0～Fはそのまま1/Oの番号に対応します。

LED{8営FI器樹i]]|18錯世F
(4)設定制御情報

(機 能)動 作モード設定スイッチDSWO/DIPOと DSWlと DIPlの設定状態をLEDに 表示

します。

(設 定)MODEス イッチ =3

(モニタ)LEDの L側(0～7)には、DSWO/DlPOの 状態が表示されます。

LEDの H側(0～7)には、DSW1/DIPlの 状態が表示されます。

LEDの 番号0～7は、DSWO,1/DIPO,1の 番号1～8に対応します。(LEDの8～Fは

未使用)

LED{8社三安子じ言督8営F
(5)子 局エラー情報

(機 能)ス キャン伝送のヘルシーマップ(伝送エラー情報)をLEDに 表示します。

(設 定)MODEス イッチ =5

(モニタ)LEDと RSア ドレスの対応は次の通りです。

LED{8出主晏ii3暑岳雷言]こ岳ら当アドレ
スに対応するステーションが無い

LED番 暑 ０Ｌ Ｌ Ｌ L-3 ４Ｌ ５Ｌ Ｌ ７Ｌ ８Ｌ ９Ｌ L―ハ L―日 ＣＬ ＥＬ L―E ＦＬ

RSア ドレス ０
1

２ ３ ４ ５ ６
7

８ ９ ０ ２ ３ ４ ５

LED番 署 Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ H―沖H―BIH―C ＥＨ ＥＨ Ｈ

RSア ドレス ６ ７ ８ ９ ０２ ２ ２２ ３２ ４２ ５２ ６２ ７２ ８２ ９２ ０３ ３
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8-4 テストモード

MSは 、システムの据付け及び調整時に便利なテストモードをサポートしています。

(1)サ ーチ機能

(2)存 在局確認

機能の選択は前面のに一ド選択スイッチ(MODEス イッチ)とアドレス設定スイッチで行ないます。

尚、MS311左 側面の動作モード設定スイッチのDSWl-1を 、MS211は 下側の動作モード設定ス

イッチDiPl-1をON(テ ストモード)に設定します。

(1)サ ーチ機能

(機 能)RSの アドレス割付け状態をRSの LEDで 確認します。

(設 定)MODEス イッチ =0

アドレス設定スイッチ =サ ーチしたいRSの アドレス

(モニタ)ア ドレス設定スイッチで設定したアドレスのRSの 「RUN」 LEDが 点潮します。

(2)RS接 続情報

(機 能)回 線上に接続されているRSを LEDに 表示します。

(設 定)MODEス イッチ =1

(モニタ)LEDと RSア ドレスの対応は次の通りです。

テストモードにおいては、スキャン伝送は行なわれません。

LED番 号 ０Ｌ Ｌ L-2 ３Ｌ ４Ｌ ５Ｌ ６Ｌ ７Ｌ ８Ｌ ９Ｌ L―A L―B L―C Ｄ L―E ＦＬ

馬アドレス ０
1

２ ３ ４ ５ ６
7

８ ９ ０ ２ ３ ４ ５

LED番 号 ０Ｈ Ｈ Ｈ ３Ｈ Ｈ ５Ｈ ６Ｈ ，
′Ｈ ８Ｈ ９Ｈ J_△ ロ引 Ｃ「 Ｅ↓ Ｅ「 ＦＨ

附 アドレス ６ ７ ８ ９ ０２ ２ ２２ ３２ ４２ ５２ ６２ ７２ ８２ ９２ ０３ ３

食
Ｕ
Ａ
ロ



リピータ

9.リ ピータ

伝送速度と使用ケープルにより伝送距離が決定されます。この伝送距離を延ばすために、以下

の2種類のリピータが準備されています。

電気/電 気リピータ(RP61lA)

電気/光 リピータ (RP613A)

リピータは、電気的に分離されていますので、絶縁にも使用することができます。

1伝送回線上に、最大2台までのリピータを使用することができます。

但し、リピータを使用しても、接続局数を増やすことができません。リモートステーションの

最大接続台数は32局です。

また、リピータの伝送速度設定は、システムの伝送速度に合わせて、MODEス イッチを設定し

てください。

詳細は、付録3を参照してください。

9-1 電気/電 気リピータ

電気/電 気リピータは、1回線に1台または2台接続でき、距離をセグメント長の3倍まで延ばす

事ができます。セグメントとは、ノヽス方式で順次端子台を渡つていく配線部分のことです。こ

のとき、各セグメントの両端には、終端抵抗を必ず接続します。このセグメント長は伝送速度

により以下の表に示す距離となります。

伝誤涼虐譜貯
高速モード 長距離モード

使用電線サイズ
750kbps 250kbps

セグメント長

(リピータ

不使用)

ｍ００５ 1000m 1.2mmφ

ｍ００３ ｍ００６ 0.75mm2

ｍ００２ 400m 0.5mm2

７
′
氏
υ



リピータ

電気/電 気リピータを2台使用した場合の接続例を示します。

|     |

PR61lA

:F10ス テーション

最大伝送距離を以下の表に示します。

最大距離
ケーブルサイズ

1.2mm◆ 0.75mrn2 0。5mm2

高速モード

(750kbps)

セグメント長 ｍ００５ ｍ００３ ｍ００２

室長 1500m 900m ｍ００６

長距離モード

(250kbps)

セグメント長 1000m ｍ００６ ｍ００４

全長 3000m 1800m 1200m

9-2 電気/光 リピータ

電気/光 リピータは、1回線に2台をペアで使用し1組だけ使用することができます。このとき、

電気/光 リピータとの混在はできません。距離はセグメント長の2倍に加えて、光ケープル

(最長lkm)まで延長できます。

接続例を以下に示します。光ケープルの部分にはステーションを接続することはできません。

PR61lA

|ン
  セグメント 、

|

PR613A PR613A

i F10ステーション

８５



リピータ

最大伝送距離を以下の表に示します。

9-3 状態表示LED

P O W E R

750K

250k

A→ B

B→ A

リピータの正面に5つの状態表示LEDが あります。

電源正常て点灯

高速モード(750kbps)をスイッチで選択時点灯

長距離モード(250kbps)をスイッチで選択時点灯

A系 受信/B系 送信データ有りの時点灯

B系受信/A系 送信データ有りの時点灯

最大距離
ケープルサイズ

1.2mmφ 0.75mrn2 0.5mm2

高速モード

(750kbps)

セグメント長 500m ｍ００３ 200m

全長 ｍ０００２ 1600m 1400m

長距離モード

(250kbps)

セグメント長 1000m 600m 400m

室長 3000m 2200m ｍ００８

０
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据付 ・配線

10.据付 ・配線

10-1 設置環境

△ 注意
1.本取扱説明Bに 配8さ れている環境で使用してください。

規定以外の環境で使用した掲台、感電、火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

F10のリモート1/Oステーシヨンとリピータは次のような環境でのこ使用は、おやめください。

また、F10のマスタステーションとリモートPCステーションについては、T2/T2E/T2Nまたは

T3/T3Hの取扱説明書に記載の設置環境で使用して下さい。

① 周囲温度 (盤内温度)が 0℃以下または55℃以上となる場所。

② 周囲湿度 (盤内湿度)が 20%以下または90%以上となる場所。

③ 急激な温度変化により箱露するような場所。

④ 振動、衝撃の激しい場所

⑤ 腐食性ガス、可燃性ガスのある場所。

⑥ じんあい、塩分、鉄分のある場所。

② 直射日光の当たる場所。

また、F10を収納した盤の設置にあたっては、次の事頂に注意してください。

① 高圧機器 (高圧線)や 動力機器 (動力線)か らは保守、操作の安全のため200mm以 上離

すか、鉄板などでしゃへい。分離してください。

② 高周波機器や設備があるときには、収納盤を確実に接地してください。

③ 他の盤とチャンネルベースを共同するときには、他の盤や機器からの漏洩電流がないこ

とを確認してください。

０６



据付 ・配線

10-2 ユエットの取付け

ユニツトの取付けには、以下の事項に注意してください。なお、ステーションの取付けについ

ては、それぞれの取扱説明書を置参照ください。

① F10は防じん構造ではありませんので、できるだけ防じんを考慮した情」御盤に収細してく

ださい。

② 発熱量の大きい機器 (ヒータ、トランス、大容量の抵抗など)の 真上に取付けることは

避けてください。

③ 高圧機器、動力機器からは、保守、操作の安全性を者え、200mm以 上離すか、または鉄

板等で、しゃへい分離してください。

④ 高圧線、動力線からは200mm以上離してください。

③ ユニットの周囲には、通国のため、70mm以上の空間を空けてください。

⑥ 特に高圧機器、動力機器の付近では、接地についても者感が財要です。

② PCのベースユニットは、それぞれの取扱説明書の記載に従い、取付けてください。

③ F10のリモート1/Oユニツトは、横向き、縦向きて121ず垂直に取付けてください。水平取

付けは行わないてください。

△ 注意
1.本取扱説鴫■に配弱されている要領で取付けを行つてください。

取付けに不億があると着下、火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

2.モジュー)レ、端子台、クープルのお脱は必ず電源を切つた状態で行つてください。

感電、誤動作、故障の原因となることがあります。

3.モジュールやユニットに電線くずなどの異物が入ることのないようにしてください。

火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

標準 (垂直取付け)

水平取付け
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③取付け寸法については下図を●照してください。

一一一串一一一一一一一一

―

日: 茎茎茎碧

―

日十
三三= ギ

囮□囮囮囮囲団□□

単位[mm]

０
こ
食
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据付 ・配線

① リモート1/0ステーション (D1633,R0663等 )と リピータはDiNレール (35mm)に 取

付けるためのアタッチメントが裏面に標準装備されています。

取付ける場合…ユニット上部のツメをDINレールにかみ込ませてから、下部を押し込みア

タッチメントにかみ込ませてください。

取外す場合……ドライパの先などでアタッチメントを31き下げて取外してください。

(取付け)
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据付 ・配線

10-3 配線

△ 注意
1.配線時や保守、点検の時には必ず電源を切つて作業を行つてください。

■源を入れた状態での作業はぼ電事故の恐れがあります。

2.本説明■に配密している事項を守つて正しく配線を行つてください。

3.定情にあった電源を接続してください。

定倍と異なつた■遍を接続すると爆発、火災、故障の原因となることがあります。

4.配線はサヤ付きの圧着端子を用いるか、テープで被覆するなどして導電部分が電出しないように

してください。また、端子台カメヽ―は脱着、破損などのないように取扱い、配線終了時には端

子台カブヽ一を端子台に確実に取付けてください。

導電部が露出していると感電の恐れがあります。

5.必ず接地を行つてください。

接地しない場合、感■、誤動作のおそれがあります。

6.配線作業は、資格のある専門家がおこなつてください。

配線を誤ると火災、故障、感電の恐れがあります。
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10-3-1 端子台寸法

■MS311/RS311/MS211/RS211

M3.5ネジ

■リモート1/Oステーシヨン (D1633,R0663等 )、リピータ

寸
．∞
　
　
　
　
　
　
∞
．寸

端子台取付けネジ

↓

端子台取付けネジ

M3.5ネジ
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据付 ・配線

10o3-2  縄震封B

F10のシステムは安全を保ち、またシステムの安定動作を確保するために接地は非常に重要で

す。環境によってはシステムの誤動作も起こしかねません。以下の頂目を十分考慮の上正しい

接地を行つてください。通信ケープルの接地については、「付録4 伝送ケープルの接続」を参

照してください。

(a)接地方法のチェックポイント

1)電子装置ケースを接地電流の通り道とならないようにする。

(特に、高周波電流は悪影響を及ぼします)

2)接続される2台以上の電子装置の接地電位を等しくする。

(1点接地が最良)

3)動力系アースなどのノイズ源となるようなアースとは接続しない。

(高周波分離が必要です)

4)不安定なアースとは接続しない。

(ネジ止め部塗装などインピーダンスの不安定な部分や、振動で影響を受ける部分)

5)接地線には径が2mm2以上のケーブルを使用する。
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握付 ・配線

(b)緩地方法

下記に授地方法例を示します。接地は環境によって大きく左右されます。したがって、状

況に応じて最も安定する接地を実施してください。

1)制御盤据付け

■取付けパネル自体が良好な導伝性を持ち、他の動力系アースと共用されていない場合

はパネルにケーブルを接続の上、パネルを専用接地してください。

■その他

□ 〆

ヂ
動力盤

連絡盤の場合、高周波機器や動力盤から流れる接地電

流がF10機器 (ここでは、T3としています)収 納盤を

通して流れる場合があります。

s対策 食4対
策

F10機器収納盤を絶縁体にて浮かせ専用接地

配線を行います。

F10機器を絶縁取付けし、専用接地配線を

行います。

(同一盤内に高周波機器がある場合も同様)
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2)ユニット間接地配線

■盤内

制御装置専用第3種接地

・T3電源モジュールのFG端 子とベース取付けネジを接続し、

盤内接地プスまで2mm2以 上の電線で、最短距離で配線してください。

・同様にリモート1/Oの電源GNDを 盤内接地プスまで2mm2以 上の電線で、最短距

離で配線してください。

・接地は制御装置専用として、強電回路の接地と分離し、第3種接地としてください。
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据付 ・配線

盤内接地プス 盤内接地プス 盤内接地プス

制御装置専用接地母線

基本的には上図のような接地としますが、接地ポイントの電圧変動が大きく、F10の誤動作の原

因となるような場合には、下図のように他の機器を取付け面から絶縁し、2mm2以上の電線で専

用配線を行つてください。
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10-4 電源配線

ET3/T3H(MS311/RS311)

T3/T3Hの取扱説明書を参照して、配線を行つてください。

■T2/T2E/T2N(MS211/RS211)

T2の取扱説明書を参照して、配線を行つてください。

■リモート1/Oステーション(D1633,R0663等)

下図にD1633での電源配線例を示します。(他も同様です。)

+24VdcゃNRぜ
そ」s民ととすに」5キこ雪ずc」S軍≧LIて皆5キことず

▼電源には安全上また耐ノイズ性向上のため絶縁トランスまたはノイズフィルタを入れてくだ

さい。

▼電源線には径が2mm2以上のツイストベアクーブルを使用し、動力線、入出力線とは分離して

ください。

▼端子ネジサイズはM3.5です。通台圧着端子としてはM3.5ネジ用幅7mm以 下のものを使用し

てください。

▼端子台は着脱可能ですが、作業の安全のため着脱は電源を切つた状態で行つてください。
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11.使用上の留意点

11-l TOSLINE― F10の使用上の留意点

△ 注意
1.リモート1/Oユニツトを使用するにあたっては本取扱説明■の 「使用上の留意点Jを よくお流み

ください。

棋動作により機械の破損や事故の恐れがあります。

2,電源は次の順序で投入するように外部回路を構成してください。

リモート1/0ユニツトの外部電源→PC本 体の電源→

!/0モジュールとリモート!/Oユエツトの負荷電源

これらの投入順序が守られていない掘含、誤動作により機組の破損や事故のされがあります。

きない場合は、外部召源と負荷電遍が同時にオフするようシステムを構成してください。

システムの安全上、必ず負荷電源を先にオフするよう注意してください。

これらが守られない掲含、機械の口損や事故の恐れがあります。

4.マスタステーション、リモートPCス テーション、リモート1/0ユニット、リピータは、

TOSLiNE―F10専用ですので、単独での使用及び他の周述に使用しないでください。

感電、ケガ、故障の原因になります。

5。マスタステーションおよびリモートPCス テーションは、T3/T3HまたはT2/T2E/T2N専 用です

ので、必ず

ベースユニットに取付けて使用してください。また、単独での使用および他の用途への使用は

おやめください。

賊電、ケガのされがあり、また故障の原因となります。

6.リレー出カユニットには過負荷保題用に、電流容Eに 含つたヒューズを外部回路にて必ず取付け

てください。

負荷短縮時などにより火災や機械の破損、事故の恐れがあります。

7.ケーブルの接続、端子台の取付け、モジュールのベースユニットヘの装をは、ネジでしっかり固

定し、抜ける、ぐらつくということがないよう確実に固定されていることを確田してください。

取付けが不十分ですと、振動などによる故障、誤動作の原因となります。

8.煙が出ている、異奥がするなどの異常状態のままで使用しないでください。火災、感電、故障の

原因となります。

このような掘台は、直ちに会てのに全ての電源を切って、主社店 (販売店)又 はサービス代理

店に連指してください。

お雷様による改造、修理は大変危険ですので絶対に行わないでください。
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使用上の日題点

1 1 -

２

　

１

リモート1/Oステーシヨンの使用上の留意点

o2-1 16点無電圧接点入力(D崎33)

(1)入 力信号のON/OFF変 化を完全に読み込むための条件としては、以下に示す時間以上

ON/OFFし 続ける必要があります。

非同期モード Tin+Tref+2XTscan

同期モード Tin+2XTref+2× Tscan

ここで、Tin i入力のONデ ィレイ時間または入力のOFFデ ィレイ時間

Tref:F10の リフレッシュ時間

Tscan i PCの スキヤン時間

(2)無 接点機器との接続

無接点機器 (近接スイッチなど)を 使用する場合には下図のように接続してください。

|

P

0～F

D1633

工__」 齢可タイプ

P

Di633

0～F

・NPNオ ープンコレクタタイプ

・NPN電 流出カタイプ

接続不可タイプ

・電圧出カタイプ

_」 ・PNP電流出カタイプ

無接点機器や表示付スイッチを使用する場合には、OFF時のもれ電流がlmA以下のものを使用

してください。

3線式センサーの例
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使用上の留意点

(3)外 部接点によっては、ユニットの入力電流(10mA/24V)では接点の接触信頼性を保証

できない場合があります。このような場合、入力とP端子間にプリーダ抵流を取り付け、

ダミー電流を流してください。このときユニットの消費電流が増加します。

R = 上
| - 1 1

ワット数P>半争X2・5～D

(プリーダ抵抗Rの選定例)

入力電圧V=DC24V

入カユニット(10mA/DC24V)

接点電流を50mAと したいとき、

プリーダ抵抗の抵抗値R=
24[V]

=0.6[KΩ ]
50[mA]-10[mA]

プリーダ抵抗のワット数P          3[W]
600[Ω]X(2.5～3)

(4)LED表 示付きスイッチを使用する場合、スイッチがOFFの ときにLEDに 点灯電流 (漏

れ電流)が 流れ、入力OFFと して読み込めない場合があります。このような場合、プ

リーダ抵抗を取り付けて入カインピーダンスを下げてください。

３７



使用上の留意点

(プリーダ抵抗Rの選定例)

入カユニット (入カインピーダンス2.5kΩ、OFF電 圧3.5V)

入力電圧V=DC24V

スイッチの漏れ電流IL=2mAの とき、プリーダ抵抗の抵抗値をR[kΩ]、ワット数をP[W]とする

と、

狂mttHⅦ

従つて、

R<5.83[kΩ ]→R=3[kΩ ]

このとき、

降
ヨ
総 押 HⅦ

また、プリーダ抵抗をこのように選定したときに、スイッチON時 の接点電流が許容範囲内が確

認しておく財要があります。

鯨 輸 判 Ⅶ
コ

拍 m刺

(5)2線 式近接スイッチなどの無接点機器を使用する場合には、上記(4)と同様に漏れ電流によ

る誤入力の危険性がないか確認する121要があります。(プリーダ抵抗の選定については上記

(4)参照)。

またこの場合、ON時 飽和電圧 (残留電圧)の 影響で、スイッチONに もかかわらず入力端

子電圧がON電 圧に達せず、入力ONと して読み込めない場合があります。入力電圧が低い

場合や、入力配線が長い場合には特に注意が121要です。

2線式近接スイッチ 入カユニット
ケープル抵抗(R)

ケープル抵抗値をR[Ω]、近接スイッチの残留電圧をVd[V]、入カユニットの入カインピーダン

スをZi[Ω]とすると、近接スイッチON時 に入カユニットの端子間にかかる電圧Vi[V]は次のよ

うになります。

Vi=V~Vd Zi
2RttZi

上記Viが入カユニットの最小ON電 圧よりも低くなるような場合には、入力電圧Vを高くするか、

ケープル抵抗Rを小さくする対策が必要です。

0～ F

Ｎ

り
ｒ
氏
―

埼
□
一
じ

一 ケープル抵抗(R)
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便用上の目題点

6)入 力配線ケーブルが長くひき回されるような場合には、ケープルの導体抵抗による電

圧ドロップに対して配慮が必要な他、ノイズに対しても十分な配慮が必要です。下記

項目についてご注意願います。
・配線は最短距離で行い、不必要なループなどは作らない。
・勤力線や高周波線とは極力分離する。200mm以上離すか、鉄板でしゃへいする。
・可能であれば、術」御盤へのヨ|き込み□でリレー中断する。
・場合によっては、シールドケープルやツイストペアケープルの使用を検討する。
・プリーダ抵抗を取り付け、入カインピーダンスを下げる。
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使用上の留意点

11‐ 2-2 16点 トランジスタ出力(D0633)

トランジスタ出カユニットは、出カトランジスタを駆動するための電源を外部より供

結する必要があります。定格負荷電圧範囲内の電圧を所定の端子 (PとN)に 接続し

てください。

電源の極性を逆に接続するとモジュールの故障の原因となりますので、絶対に逆向き

に接続しないてください。

トランジスタ出カユニットは、16点の共通コモンに5Aのヒューズが内蔵されています。

過負荷および負荷短縮において、トランジスタは保護できませんが、ユニットの焼損

や外線ケープルの焼損はヒューズによって保護されます。

過渡的な過電圧が発生する員荷に勝いて、トランジスタを保護する目的て下図のよう

にダイオードDが取り付けてあります。

DC12～ 24V

(4)前 述のトランジスタ保護用ダイオードに起因する留意事項を以下に示します。適用に

あたつては十分注意してください。

(a)内 部結電式の入力方式の機器と接続する場合、下図Plの電圧がP2の電圧よりも

高いとき、およびPlがオンの状態でP2がオフしたときに、ダイオードDを通し

て負荷電流が流れ、ユエット側の出力状態にかかわらず外部機器側はオンとし

て入力する場合があります。

トランジスタ出カユエット                駅部構撃

PlとP2は共通であることが基本ですが、上図のように局」電源となる場合には、P2への逆流を防

止するために、上図Aの位置に逆流防止ダイオードを入れて下さい。またP2が正常なときのみ

Plを活かすようなインターロックも有効です。

２

３

Ｐ

十
　
　
一

外部機器
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トランジスタ出カユニット

使用上の留意点

(b)ト ランジスタ出カユニットと負荷および電源の配線は、下図のように配線してください。

DC12～ 24V

下図の配線を行なつた場合には、電源を供結しているP端子への配線が断線しないようにしてく

ださい。断線した場合、下図のように、出力がオンとなつている回路に出カオフとなつている

信号の負荷電流が回り込み、外部員荷がオンしてしまう場合があります。

トランジスタ出カユニット

l o

オ ン

Pラインは切断されないように十分注意してください。
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使用上の留意点

(5)ラ ンプ員荷などの場合には、出力ON時 に突入電流が流れます。

この突入電流によって出カトランジスタが破壊されないように注意する財要がありま

す。

突入電流を制限するためには、負荷と直列に抵抗を接続するか、または出力端子間に

抵抗を接続しランプ負荷に贈電流を流しておくなどの対策が有効です。

(6)ト ランジスタ出カユニットに誘導員荷が接続される場合、OFF時 に比較的大きなエネ

ルギーの過渡電圧が発生します。このサージ電圧は前記ダイオードDにて吸収されト

ランジスタは保護されますが、外部配線でBlき□されている場合には他の信号系への

悪影響も者えられます。このような場合、財ず誘導員荷と並列にフライホイールダイ

オードを取り付けてください。(できるだけ員荷に近い位置に取り付けてください。)

フライホー)レダイオード

逆耐圧 :回路電圧の3倍以上

順方向電流 :負荷電流以上

なお、フライホイー)レダイオードを接続すると負荷のOFF復帰時間が長くなります。これ

が問題となるときには、CRスナバ回路を接続します。

CRス ナバ回路 引― O Ciコ イ)レ電流IAに対して0.5～luF(無 極性コンデンサ)

R:コ イル電圧lVに対し0.5～lΩ

出カユエット
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便用上の留意点

11-2-3 16点接点出力(R0663

01 020305071152f馬

△ 注意
1.リレー出カユニットに使用している有接点リレーは、緩点の摩耗による寿命があります。本■に

配載の緩点寿命を確認して、寿命を超えないように便用してください。また、寿命を超える掲

含は代晶に変換してください。

リレーの接点寿命の不良などで、出力異常が発生し、機構の破損や、事故の恐れがあります。

(1)開閣寿命

出カリレーの開閉寿命は10万□ (電気的)、2000万□ (機械的)で す。以下に寿命曲線を示

します。

なお、このデータは開閉頻度1800□/時における値であり、これより開閉頻度が激しい場合

には寿命はさらに短くなります。
開閣寿命 交流負荷 直流負荷
[万口]
200

∞

７０

５０
４０
３０

２０
　
　
１０

７

５
４

３

２
　
　
１

嚇

閣PB寿命
[A〕

(2)負南電流

リレー負荷電流は1点あたり2A、4点コモンの場合の合計は4Aです。

過員荷保護用のとューズは内蔵されていませんので、電流容量に合ったヒューズを財ず取

り付けてください。

とューズにて保護がない場合は員荷短縮時等ユエットのパターンを焼損しますのでご注意

ください。

(3)出カサージ保産

出力に誘導負荷を接続した場合、OFF時 にとヒ較的大きなエネルギーの過渡電圧が発生しま

す。このサージ電圧は、出カリレーの接触不良の原因になることがあります。また外部配

線でヨ|き回されている場合には他の信号系への悪影懇も者えられますので、このような場

合、必ず誘導員荷と並列にサージ吸収素子を取り付けてください。

・フラ才示ゴ掃裸雰予ォ_ドーs―(直流時のみ)
逆耐圧 i回路電圧の2倍以上
順方向電源 :負荷電流以上

・パリスタ、TNR、 トランシジレ4

双方向過電圧吸収素子で□踏電圧に見含うも
のを選んでください。(400～600V程度)

暑 
・
8葡聞r齢離」?F
(無極性コンデンサ400V以 上)

＼ ＼

＼

喪

蚤

畏

熙

墨

盗
ご
軽
ポ

上
蔀
滞
＼滞

Ｒ
於

疋

ヽ

篠

―
絋

】
ヽ

堪

く

一

シ

ミ

―撻―

一

01  0203 05071 152

交流員荷電源
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保守 ・点検

12.保守 ・点検

△ 注意
1.モジュー"レ、出子台、ケーブルのお脱はめず電源を切つた状態で行つてください。

電源が入つたままの状態で作業しますと、感電のなれがあり、また誤動作、故障の原因となる

ことがあります。

2.システムを常に正常に保ち、不要なトラブルを末然に防ぐために、日常点検、定期点検、清掃を

実施してください。

3.TOSLlNE―F10が正常に動作しない堀台には、本書の 「異常発生時の確田事項」をつ者に確田し

てください。

故障発生時は、支社店 (販売店)又 はサービス代理店に連絡し、返却および傍理依頼をしてく

ださい。

当社または指定サービス代理店以外での修理では、動作および安全の保証は致しかねます。

4.モジューJレおよびユエットのハードウェアの分解、改造またはソフトウェアの改造は抱対に行わ

ないてください。

改陣、誤動作により火災、感電、ケガの恐れがあります。

5.点検時にはモジュールやユニットの電源端子台にて電圧を測定する場合には、十分注意して作業

を行つてください。

感電の恐れがあります。

6。モジュー"レやユニットの交換は必ず電源を切つた状態で、行つてください。感電、誤動作、故障

の原因となることがあります。

やむをえず1/0活線お脱機能を使用する掲含は、作業の安全に十分注意してください。
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保守 ,点検

12-1 日常点検

F10のシステムを常に正常に保ち、不要なトラブルを未然に防ぐために、日常の運転状態にて下

記の頂目を確認して下さい。

点検項目 方法 判定基準 異常時の対策

マスタステーシ
ョン、

リモー トP C ス

テ ーシ ョンの
LED表 示

目視 R:点 灯

Si点 灯

Oi消 灯

A:点 滅 (点灯)

モジュール交換または、付録6および付
録7トラブルシューティングに従って下
さい。

リモー ト1/Oス

テ ー シ ョンの
LED表 示

目視 POWER:点 灯
RUN!点 灯
SCAN:点 灯
ALARM:消 灯

モジュール交換または、付録6および付
録7トラブルシューティングに従つて下
さい。

リモー ト入力の

入力部

LED表 示

目視 外部入力信号がONの 時、対応す
るLEDが 点灯すること

1)接点開放時の電圧が規定値内か確認す
る。
2)入力端子台のゆるみはないか確認す
る。

リモー ト出力の

出力部

LED表 示

目視 出力がONの 時、対応する
LEDが 点灯し、対応する外部員
荷が動作すること

1)外部員荷電圧が規定値内か確認する。
2)出力端子台のゆるみはないか確認す
る。

リピータのLED

表示
目視

::8艦!)銚巳誌縛
で

含三景 i} デ
ータが通過時に点灯

1)モジュールを交換する。
2)配線を確認する。
3)スイッチ設定を確認する。
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保守 ・点検

12-2 定期点検

下記の項目を定期的 (6ケ月に1度程度)に 確認して下さい。また周囲の状況 ・環境が変わつた

場合にも確認を行つて下さい。

点検頂目 点検内容 判定基準 異常時の対策

電源関係 電源端子て電源電圧の測定を
する。

仕様範囲内であること。 入力電圧を規定範囲内にする

電源端子ネジのゆるみはない
か。

ゆるみのないこと。 ドライバでネジを締め付け
る。

配線ケープルの損傷はない
か。

損傷のないこと。 電源を切り、ケーブルを再配
線する。

取付状態 モジュールはしつかりと固定
されているか。

ゆるみ、ガタのないこと。 ドライバでネジを締め付け
る。

ユニットはしっかりと固定さ
れているか。

ゆるみ、ガタのないこと。 ドライバでネジを締め付け
る。

伝送ケープルの

配線

端子台はしっかりと固定され
ているか。

ゆるみ、ガタのないこと。 ドライバでネジを締め付け
る。

端子ネジのゆるみはないか、
また隣との接触はないか

ゆるみ及び接触の恐れのない
こと。

ネジ締めまたはケープルが接

融しないようにする。

配線ケープルに損傷はない
か。

損傷のないこと。 システムを停止し、電源を切

り、再配線をする。

動力線等の近くに配線されて
いないか。

動力線等が近くないこと。 動力線等から離す。または、
シールドする。

1/O関係 端子台はしっかりと固定され

ているか。

ゆるみ、ガタのないこと。 ドライバでネジを締め付け

る。

端子ネジのゆるみはないか、
また隣との接触はないか

ゆるみ及び接触の恐れのない
こと。

ネジ締めまたはケープルが接
融しないようにする。

配線ケーブルに損傷はない

か 。

損傷のないこと。 システムを停止し、電源を切
り、再配線をする。

各1/O端子合にて電圧を測定
する。

規定値内であること。 規定値内の電圧を印可する。

入力状態表示LEDを 確認す

る。

正常に点灯すること。 ユニット交換、または修理依
頼して下さい。

出力状態表示LEDを 確認す
る。

正常に点灯すること。 ユエット交換、または修理依

頼して下さい。

周囲環境 温度、湿度、振動、ほこり等

が規定値内か確認する。

一般仕様内であること。 仕様内に入るように改善をす

る。
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保守 ・点検

12-3 参入/離脱について

F10は、着脱式端子台を採用していて万―の故障の場合のメンテナンスをしやすくしています。

この着脱式端子台を用いた参入/離 脱においては財ずつぎのことを安全上からも厳守して下さ

い。取扱いを誤りますと怪我等にいたります。

E離 脱させたいモジュール/ユ ニットは財ず電源および接続してある入力機器、出力機器

の電源を切つてから端子台の取り外しを行なつて下さい。

口参入させたいモジュール/ユ ニットは必ず電源および接続する入力機器、出力機器の電

源を切つた状態で接続し、しっかりと端子台を取り付けた後電源を投入して下さい。

つ
０
０
０



付 録

付録1 伝送仕様

システム仕様

頂  目
仕  様

高速モード 長距離モード

伝送踏構成 ノヽス形(終端抵抗要)

伝送ケープル シー)レド付き ツイストペア・クープル

伝送

ケープル長

径 1,2mmφ 1 0.75mm21 0.5mm2 1.2mmゅ 10,75mm2 1 0.5mm2

最 大 ｍ００５ ｍ００３ ｍ００２ 1000m 1 600m  i 400m

接続局数 最大32局

データ信号速度 750kbps 250kbps

信号伝送方式 調歩同期

衛署化方式 ベースバンド、NRZ、 正論理

アクセス方式 ポーリング・セレクティング方式

通信規格 EIA RS485 準拠

データ伝送容量 最大512点(32W)/1系 統

伝送性能 7ms/32W 12ms/32W

通信サービス スキヤン伝送

接続方法
Ll,と2,SG同 士を接続する。

注 :伝送路の終端(両端)は終端抵抗を設定する。

機能仕様

項   目 仕  様

Ｐ
Ｃ
内
部

リンクレジスタ 256VV LVV000-LVV255

リンクリレー 4,096メ車 L0000-L255F

制御レジスタ 16W(2WX8) SW078～ SW093

ステータスレジスタ 16W(2WX8) SW094～ SW109

途中参入/離 脱機能 RSの システム ・オンライン中の途中参入/離 脱機能

出力局応答確認機能 出カデータ・リードバック機能(1局/ス キヤン、全局/ス キャン)

同期/非 同期選択機能 1スキヤン内の32Wデ ータ同期またはlW保 証の選択機能

異常時動作選択機能 伝送エラー発生時、伝送継続か停止かの選択機能

入カデータ状態選択機能
伝送エラー発生時、入カデータの状態を前□値/ク リアの選択

<MS>

出カデータ状態選択機能
伝送エラー発生時、出カデータの状態を前□値/ク リアの選択

くR10>

MSモ ニタ機能
RS接続情報、RS i/O情報、

RSステータス等

RS i/Oステータス、設定制御情報

MSテ スト機能 サーチ機能、回線チェック機能

RAS情 報
RSステータス、RS接続情報、

スキヤンタイム

RS I/O情報、設定スイッチ情報、

自己診断
CPU/ROM/RAMチ ェック、ウォッチドッグタイマ、1/O電圧監視、

データチェック(CRCな 0他

４８



付 録

付録2 リモート1/O

(1)仕様

●16点無電圧接点入力 D1633

項   目 仕  様

入力種別 DC入 力

入力形態 無電圧接点入力(NPN対 応)

占有ワー ド数 Ｗ

入力点数 16点

絶縁方式 フオトカプラ絶縁

定格入力電圧 内部供給(電源入力電圧と共同)

入力電圧変動範囲 内部供給(DC20。4V～ 26.4V:電 源と共同)

定格入力電流 10mA(DC24V入 力時)

入カインピーダンス 2.5kΩ(DC24V入 力時)

動作

電圧

最小ON電 圧 接点閉 (9.6V)

最大OFF電 圧 接点蘭 (3.5V)

応答

時間

OFF→ ON 10mS(Max.)

ON→ OFF 15ms(MaX.)

入力信号表示 各点LED表 示、ON時 点灯、論理側

コモン

構成

コモン数 4点(P極)/4点 (N極)

1コモン当りの入力

点数

1 6点

コモン極性 (P極)(十極)/(N極 )(一極)

接続方法 着脱式端子台

消費電流 250mA

重  塁 440g

回路構

24Vdc

OV

P

P

０

　
１

　
２

３

４

　
５

Ｎ

Ｎ

配線例

n3Hl経
ッ]ill!盟

甲 " は Ω O ゆ Q p  O O

５８



付 録

● 16点接点出力 R0663

項  目 仕  様

出力種別 リレー接点出力

出力形態 a接点

占有ワード数 Ｗ

出力点数 16点

絶縁方式 フォトカプラ絶縁及びリレー絶縁

定格負荷電圧 AC240V/DC24V

員荷電圧変動範囲 ～AC264V/～ DC125V

最大員荷電流 2A/点(抵抗員荷)、4A/コモン

接点ON抵 抗 50mΩ (初期値)

OFF時 漏れ電流 OmA(サ ージキラー無し)

最小開閉電圧電流 DC5V,10mA(50mW以 上)

応答

時間

OFF‐→ON 10mS(Max.)

ON→ OFF 10mS(Max.)

入力信号表示 各点LED表 示、ON時 点灯、論理側

コモン

構成

コモン数 4(系統間絶縁)

1コモン当りの入力

点数

点４

コモン極性 無極性

接続方法 着脱式端子台

消費電流 200mA

重  曇 500g

固踏橋厄

的

的

的

1

2

3
０Ｃ

一◎ 4
上 _ _ _ っ 6 1

戸   ~◎ p
L ― ― ― o 6 2

一◎ C
L_______=◎ 63

2 8 d c

OV

T38HLジ

電源
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●16点 トランジスタ出力 D0633

頂   目 仕  様

出力種別 トランジスタ出力

出力形態 ＮＰＮ

占有ワード数 Ｗ

出力点数 16点

絶縁方式 フオトカプラ絶縁

定格負荷電圧 DC12/24V

負荷電圧変動範囲 DC9.6～ 26.4V

最大員荷電流 lA/点、lA/4点、4A/ユニット

OFF時 漏れ電流 0.lmA以 下

応答

時間

OFF→ ON lmS(Max.)

ON→ OFF lmS(Max.)

入力信号表示 各点LED表 示、ON時 点灯、論理側

コモン

構成

コモン数 1

1コモン当りの入力

点数

1 6点

コモン極性 一
側

接続方法 着脱式端子台

消費電流 200mA

重  量 500g

回路橋F見 配線例

０

　
ｌ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｆ

塾王瑠僻

フ
′
０
０



付 録

(2)外 形寸法

(3)取 付け寸法

○ 〇〇〇 〇

〇〇 〇〇 〇

〇 〇〇〇 〇

〇〇 〇〇 〇

□団□□団団囮囮囮

一一一一一一一一一一一一

―
―

日掌茎茎茎諾

一

l l 卜
三三= ギ

単位[mm]
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付録3 リピータ

(1)仕様

項目 RP61lA RP613A

種類 電気/電気 電気/光

最大接続台数 ムロ
２

2台

(1組として使用)

絶縁方式 フオトカプラ 光ファインヽ

伝送速度
750kbps(高速モード)

250kbps(長距離モード)

伝送ケープル
TOSLINE― F10の仕様と同じ

H―PCF 200/230 μ m

ケーブル接続
着脱式端子台 M3.5

」IS C 5977 F08型コネクタ

伝送距離

TOSLINE― F10の仕様と同じ

最大1000m

(PR613A間 )

電

源

定格電圧 DC24V

電圧変動範囲 DC20.4～ 26.4V

許容遍断時間 lmS以 内

消費電力 8W以 下

絶縁耐圧 AC500V、 1分間

使用環境条件 PC本 体の仕様に準拠

重塁 500g
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付 録

(2)外形寸法

(3)取付け寸法

□□団団□団団□団団

□□□□□団□□□団

一一一一一一一串一一串串

日華

―

日―

単位[mm]
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(4)配 線列

電気/電気リピータ(RP61lA)

第3種接地

1をショート)

中備者 :端子台には同一信号名称の端子が準備されています。上記例のように副々に配線し

た場合、端子台をはずすと通信は、片側だけ.となります。他のユニットの通信を続

行したいときは同一端子に接続してください。

電気/光リピータ(RP613A)

M O D E     ―TOSH8K至
⊃盟802150K

7転  2黙 A―BO O日 Ⅲ→A  m凹 ほ前

希6 L 2 H  T E m : 蘭
は

'F G

"…
⊂⊃ 相38掛中

m3A

光フアインヽ一ケープル
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付 録

付録4 伝送ケーブルの接続

TERM… Ll

ショー ト

第3種接地

(1)接続方法

F10の伝送路は、シールド付ツイストベアケーブルを用いたノヽス接続方法です。

●Ll,L2,SG

各ステーションのLlとLl,L2とL2,SCと SGを 接続します。

ツイストペアはLlとL2で1対とし、SGは 劇の1対とします。

●終端抵抗

ステーション 手  段 終端局 終端局以外 備  者

MS/RSP 端子台の 「と1」と 「TERM」 ショート オープン 付属品のショートノヽ一

リモート1/O 動作モード設定スイッチの8番 ON OFF DIPスイッチ

リピータ 端子台の 「Ll」と 「TERM」 ショート オープン 付属品のショートノヽ一

例

DIP SW-8

0FF

DIP SW-8

0FF

シールド付

ツイストペアクーブル

DiP SW…8

0N

２９



リモート1/O リモート1/0

DIP SW-8

0N

DIP SW…8

0FF

TERM―Ll

オープン

シールド付

ツイストペアクーブル

DIP SW-8

0N

伝送路の配線において、ケープルの分岐、中継配線、異なるケーブルの混在使用は行なわない

てください。

３９



銀付

３例

TERM―Ll
ショート

電気/電気リピータ

RP61lA
TERM― Ll
ショート

TERM― Ll

ショート

電気/光リピータ

RP613A

電気/光リピータ

RP613A
TERM―Ll

ショート
光ケープル

４９



付 録

(2)伝送踏シー)レド

ツイストペアケープルのシールド線を 「FC」 端子に接続し、その端子から2mm2の専用電

線を用いて、接地まで最短の配線を行なつてください。

接地方法には次の2通りがあります。環境によって効果の高い方を選択してください。

また、動カアースとの接続は絶対行なわないてください。

●システム1点接地
″
FG"端 子にシー)レドケープルを接続し、伝送システムとして1点接地してください。

リモート1/O リモート1/0 リモート70

●ユエット端接地

局間(MSと RS,RSと RS)のツイストペア ・ケープルのシールド線をユニット毎に接地し

てください。この場合、多点接地とならないように注意してください。

リモート1/O リモート1/0 リモート1/O

第3種授地
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付 録

(3)伝送ケープル仕様

伝送ケーブルは、伝送モード(高速モード/長距離モード)と距離によって選択します。

尚、ケープル購入はお害様にてお願い致します。

伝送ケーブルはシールド付ツイストペアケープルで下表の通りです。

形  式 推奨メーカ

CPEV―CUl.2mmφ

昭和電線電線株式会社KMPEV― SBO.75mm2

KMPEV― SBO.5mm2

最大伝送距離(m)

光ケーブルの仕様は以下のとおりです。

ケーブル仕様

推奨メーカ

1.2mmφ 0.75mm2 0.5mm2

高速モード ００５ ００３ 200

長距離モード ０００ ００６ ００４

材質
ハードポリマークラツド、

石英ガラスコア、Si型

コア径 200±5μ m

クラッド径 230+0、 -10μm

開□数(N.A4)
７３０

伝送損失 7dB/km以 下

伝送帯域 17MHz・ km以 上

両端コネクタ付きケーブル (2芯)

DL2-キ 12HP中 キ率率

L号::;;墓嘉ケー功嬢
A:盤 内用

B:屋 肉用

コネクタ形式

」iS C 5977 F08型 (DL型 )

ｍ
ノヽ一グエレクトロエクス

ジヤパン株式会社
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付 録

付録5 府誉時間

入力信号を取込んでから、そのデータがマスタステーションに伝送され、PC本 体に認識される

までの時間、またはPC本 体のデータがマスタステーションを介し、リモート1/0に伝送され、

出力信号を実際に出力するまでの時間を応答時間といいます。

この応答時間には、マスタステーションーリモート1/O間のデータ伝送時間が重要な要因となり

ます。

マスタステーションが、接続局全てにデータを送信 ・受信するのに財要な時間をリフレッシュ

時間または伝送同期といいます。

応答時間とリフレッシュ時間は次の計算で求めることができます。
●リフレッシュ時間(Tref)

高速モード(ms) (0.6+0.20X N)十attb×M

長距離モード(ms) (0.6+0.35×N)十attbX M

ここで、N 全送信ワード数

途中参入/離脱モードの処理時間

非選択のとき、0(mS)

選択、応答あり(高速モード)のとき、1.4(ms)

選択、応答あり(長距離モード)のとき、2.0(ms)

選択、応答がタイムアウトのとき19.5(ms)

出力局応答確認モードの処理時間

非選択のとき、0(mS)

選択、応答あり(高速モード)のとき、1.4(ms)

選択、応答あり(長距離モード)のとき、2.0(ms)

選択、応答がタイムアウトのとき19.5(ms)

1スキヤン内の応答確認対象局数

非選択のとき、0

1局/スキャンを選択したとき、1

全局/スキャンを選択したとき、MSの 送信ワード数
●応答時間(Trep)

(2)入力型リモート1/Oステーションのデータを出力型リモート1/0ステーションヘ出力するま

での最大応答時間は、次のようにして求められます。

非同期モード TinttTref+2×Tscan+TrefttTout

同期モード
(TrettTSCan) Tin+2× Tref■2XTscan+3XTref+Tout

(TrefくTSCan) TinttTref+4XTscan■ 2XTrefttTout

a

b

M

ここで、Tr e f

Tscan

T i n

Tout

F10のリフレッシュ時間

PCのスキヤン時間

入力のONデ ィレイ/OFFディレイ時間

出力のONデ ィレイ/OFFディレイ時間
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付 録

高速応答を要求するシステムにおいては、下記に示す異常処理時間を十分考慮した上で、各モ

ードの選択を行なつて下さい。

●リフレッシュ時間は途中参入/離脱モードもしくは出力局応答確認モードを選択した際に異常

処理を行なつた場合、時間が延びますので留意願います。

●途中参入/離脱モード選択時

RSの 構成変更を検知する機能で、1伝送スキャンに1局ずつRSの 存在確認を行なつています。

データ異常時やRSが 存在しない場合は、伝送タイムアウト時間(19.5ms)で監視しています。

そのため、RSの 接続数が少ない程、リフレッシュ時間の延びる頻度が高くなります。

●出力局応答確認モード選択時

出力局のスキヤン伝送の応答確認を行なう機能で、1伝送スキャンに1度、出力局のみにリー

ドノヽックチェックを行なつています。

異常処理を行なう場合、1局当たり19.5(ms)/1伝送スキャンの遅れが生じます。

また1スキャン当たりの確認局数を全局に選択した場合は、19.5×異常局数分の遅れが生じる

ことになります。
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付 録

付録6 LEDに よる状態表示

(1)マスタステーション/リモートPCス テーションのLED表 示

LED表 示
内  容 異常時の要因と対策

R(RUN) S(SCAN) O(OPT) A(ACCt)

● ● ○ ★ 正常なスキャン伝送状態です

● ○ ○ ★ スキヤン伝送停止状態です。

要因1)PCが HALTま たはエラー発

生状態

2)SWに よる伝送停止制御状態

3)スキャン伝送エラー発生

対策1)PCを RUNに するか、正常

状態に復lBさせた後電源再

投入を行なう。

2)SWの 状態を確認し、適切

な状態にする。

3)トラブルシューティングの

頂をご覧ください。

０ ○ ０ ★

異常時伝送停止モー ドで伝送

エラーが発生し、伝送が停止

状態です。

要因1)MSの DSWO-8/DIPO-8が

ONの 異常時伝送停止モード

で伝送エラーの発生

対策1)設定通りの動作なので設定

ミスの場合のみ設定を変更

し、電源再投入を行なう。

○ ０ ０ ☆

DSWl,2/DIPl,2の予約領域

のスイッチをONに している

状態です。

要因1)MS/RSPの DSW/DIPの 予

約領団のスイッチがOMの 状態

対策1)DSW/DIPの 全ての予約領域

はOFFと する。

○ 0 1

(交互に

０

渤点

★

MS/RSPの ウオッチドッグタ

イマエラー発生状態です。

要因1)MS/RSP内部の情」御異常

対策1)電源再投入を行ない、それ

でも復帰しない場合は修理

依頼をしてください。

○ ○ ○ ☆

MS/RSPの ウオッチドッグタ

イマエラー発生状態です。

要因1)MS/RSPの ハードウェア故

障状態です。

2)PCから電源が供給されてい

ない。

対策1)MS/RSPの ハードウェア故

障状態です。

2)PCの電源をチェック後供給

してください。

★l PCが マスタステーションをアクセスしている時、点河(点灯しているように見える

場合もあります)します。PCの RUN中 はもちろん、HALT中 においても状態監視を

行なつており、アクセスしています。

灯

滅

灯

点

点

消

０

０

０
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(2)リモート1/OのLED表 示

LED表 示
内  容 異常時の要因と対策

POWER RUN SCAN ALARM

● ● ● ○ 正常なスキャン伝送状態です

● ● ○ ● スキヤン伝送停止状態です。

要因1)PCが HALTま たはエラー発

生状態

2)SWに よる伝送停止制御状態

3)スキャン伝送エラー発生

4)当該局がMSに 接続登録され

ていない状態

5)MSの スキヤン伝送停止状態

対策1)PCを RUNに するか、正常

状態に復十日させた後PC電 源

再投入を行なう。

2)SWの 状態を確認し、適当な

状態にする。

3)トラブルシューティングの

頂をご覧ください。

4)通常運転では、MSで の電源

再投入を行なう。途中参入/

離脱モードでは少し待つ。

5)MSが 異常ならば復lBを行な

う。異常時伝送停止モード

ならば電源再投入を行なう。

● ０ ○ ○

テストモードのサーテ機能で

当該局が選択された状態で

す。

● ○ ０ Ｏ スイッチ設定異常状態です。

要因1)DSW/DIPの 予約領域がON

になつている。

2)アドレス設定が0～31以外の

設定である。

対策1)DSW/DIPの全ての予約領域

はOFFと する。

2)正しい設定にする。

● ○ ○ ０
リモート1/Oの電源電圧監視

異常状態です。

要因1)電源電圧異常です。

対策1)電源電圧を規定の電圧にし

てください。

● ○ ○ ○
リモート1/Oユニツトのリセ

ット状態です。

要因1)電源立上がり、またはユニ

ット異常です。

対策1)電源再捜入を行ない、それ

ても復帰しない場合は修理

依頼をしてください。

● :点灯

0:点 溺

○ :消灯
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付録7 トラブルシューティング

システムに異常が発生した場合には、ます異常内容を十分に把握した上で、その原因が機械側

にあるのか、伝送装置(F10)にあるのか、それとも制御装置(PC)側なのかを見極めることが大切

です。また1つの異常原因が2次的な異常をヨ|き起こしている場合も多くありますので、異常原

因の究明にはシステムとして総合的に判断することが121要です。

以下にF10に関する異常現象と、その推定原因および処置を示します。復帰時に役立てて下さい。

尚、速やかな復lB作業を行う為に、予備モジュール/ユ ニットのご用意をおすすめします。
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(1)MS(親 局)/RSP(子 局)

。電源関係の異常チェック

く現  象〉 置処〈推定原因〉

●MS/RSP本 体関係の異常チェック

く現  象〉          〈推定原因〉 置処

電源が供給されていない 電源端子で電圧を測定し仕
様にあった電源を供給す

電源電圧が仕様範囲外であ
る ヒューズを変換する。

また、とューズ切れの原因
を調査する。電源ヒューズが切れている

モジュールが確実に装着さ
れていない。

電源断の後、モジュールを

装着し、電源再投入する。

LEDが 故障している

他のチェック頂ロヘ

MS/RSPの ハードウェア
の故障状態です。

ON/OFF後 、状態変化なけ

れば修理依頼してくださし

PCか ら電源が供給されて
いません。

電源関係の異常チェックヘ

MS/RSPの OPT LEDlま
SCAN LEDと交重点潮?

MS/RSPの DSWの 予約領
域になつているスイッチを
全てOFFと して、電源を再
投入してください。

スイッチ設定エラーが発生
しています。

ウォッチドッグタイマエラ
ーが発生しています

電源OFF/ON後 、状態変化
なければ修理依頼してくだ
さい。

他のチェツク頂ロヘ
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●伝送関係の異常チェック

く現  象〉 く推定原因〉 置処

MS/RSPの CPU異 常です。

電源を再投入する。
スイッチの設定ミスの場合
は修正してから電源を投入
する。

SCAN=OFF,OPT=点 測
ならば異常時伝送停止モー

ドで伝送エラーの発生です

MS/RSPの 割付けがされ
ていない。

1/0自動割付け、リンク設
定を行なう。

PCが HALTま たはエラー

発生状態です。

PCを RUNに する。
または、エラーを対処し正
常状態に復lBさせた後、電
源OFF/ONを 行なう。

SWレ ジスタによるとスキ
ヤン伝送停止制御がされて
います。

他の条件も考慮し、スキャ
ン伝送許可とする。

ケーブルが断線している ケーブルをチェックの上、
断線していれば、システム
を止め、電源OFFし 再接続
をする。

ケープル配線が悪い分岐/
中継配線をしている。

異なる種類のケーブルを用
いている。

同一種類のケープル配線に
する。

く伝送エラー〉
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伝送モード設定がシステム
内で異なつている。

システム内のモード設定を
一致させる。

アドレスが重複している。 アドレスをチェックし、重
複しないようにする。

終端抵抗が正しく設定され
ていない。 終端抵抗を正しく設定する

RSの 離脱が発生している。 RSを 復1日後、回線に参入
させる。

ノイズが印加されている。 不具含箇所復1日後、ケープ
ルの再配線などの後、シス

テム再起動する。

モジュール内が故障してい
る。

モジュールの交換または修
理依頼してください。

他の頂のチェツクも正常な
らシステム正常です。
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(2)子局(リモート1/0)

。電源関係の異常チェック

く現  象〉 く推定原因〉

●CPU関 係の異常チェック

く現  象〉 く推定原因〉

置処

置処

リモート1/OのPOWER
LEDは 点灯?

電源が供給されていない。 電源端子で電圧を測定し仕
様にあった電源を供給する

電源電圧が仕様範囲外であ
る。 修理依頼する。

また、ヒューズ切れの原因
を調査する。電源ヒューズが切れてい

る。接続ミス。

ユニット内部に金属クズが
付着している。

電源断の後、モジュー)レを

清掃し、電源再投入する。

LEDが 故障している 修理依頼する。

リモート1/OのALARM
LEDは 点滅?

電源電圧が仕様範囲外であ
る。

電源端子で電圧を測定し仕

様にあった電源を供給す

他のチェック項ロヘ

/リモート1/OのRUN LED

＼は点灯?

＼

／

No

Yes

/リモート1/OのRUN LED

＼は消灯?

＼

／

No テストモードでサーテ機能
で選択の状態です。

Yes

/リモート1/OのSCAN LE[メ
＼は消灯?        /

No スイッチ設定エラーが発生
しています。

リモート1/OのDIPの予約
領域になつているスイッチ
を全てOFFと して、電源を
再投入してください。

Yes

/リモート1/OのALARM

＼LEDは消灯?
＼

/

No 電源電圧が仕様範囲より低
下してます。

電源端子で電圧を測定し仕
様にあった電源を供給する.

Yes ハー ドウェアの散瞳が発牛

しています。 「 電源OFF/ON後 、状態変化
r d t り1 しじ レ 圧 い 根 し こ ＼に

さい。ノイズによる誤動作が発牛 |  、

しています。

他のチェック項ロヘ
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●入力関係の異常チェック

く現  象〉 く推定原因) 置処

入力機器のON/OFFに

して入力信号LEDが 正しく
入力電圧を測定し、仕様に
合った電圧を供結する。

入力機器の仕様がF10の入
力仕様に合わない。

機器仕様を確認し、入力仕
様に合う機器を使用する。

入力回路が損傷している。 ユニット交換をしてくださ
い 。

入力信号がF10およびPC

に取込まれる?

MS/RSPの 割付けがされ
しヽない。

1/0自動割付け、リンク設
定を行なう。

当該するRSが MSに 登録さ
れていない。

MSの RS割付け情報を確認
し、登録されていなければ

アドレスを正しく設定し直
し、RSの 電源OFF/ONす
る。

アドレス設定が異なる。

応答時間を確認し、システ
ムを構成し直す。

スキヤン伝送をしていなし 伝送エラーのトラブル
シューテイングの頂ヘ

他のテェツク頂ロヘ
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●出力関係の異常チェック

く現  象〉 〈推定原因〉 置処

出力信号のLEDに 対して
出力機器が正しくON/OFF

負荷電圧を測定し、仕様に
合つた電圧を供給する。

出力機器の仕様がF10の出
力仕様に合わない。

機器仕様を確認し、出力仕
様に合う機器を使用する。

出力回路が損傷している。 ユニット交換をしてくださ
い 。

F10およびPCか らの信署
出力される?

MS/RSPの 書J付けがされ
い な い 。

1/0自動割付け、リンク設
定を行なう。

当該するRSが MSに 登録さ
れていない。 し、登録されていなければ

MSの 電源OFF/ONす る。

アドレス設定が異なる。 アドレスを正しく設定し直
し、RSの 電源OFF/ONす
る。

シーケンス上の出力信号の

変化が速すぎる。

応答時間を確認し、システ
ムを構成し直す。

シーケンス上多重コイルと
なつている。

シークンスを修正する。

スキヤン伝送をしていない。 伝送エラーのトラブル
シューティングの頂ヘ

他のチェック項ロヘ
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●伝送関係の異常チェック

く現  象) く推定原因〉 置処

リモート1/OのRUN LED
は点灯?

CPU関 係の異常チェック

正しい動作なので次の動作
をしてください。

テストモードのサーチ機能
で当該局が選択された状態
です。

いなしヽ。

1/O自動割付け、リンク設
定を行ない、再起動する。

PCが HALTま たはエラー

発生状態です。

PCを RUNに する。
または、エラーを対処し正

常状態に復十日させた後、電
源OFF/ONを 行なう。

SWレ ジスタによるとスキ
ヤン伝送停止制御がされて
います。

他の条件も考慮し、スキャ

ン伝送許可とする。

ケープルが断線している ケープルをチェックの上、
断線していれば、システム
を止め、電源OFFし 再接続
をする。

ケープル配線が悪い分岐/
中継配線をしている。

一筆書きの配線にする。

異なる種類のケーブルを用
いている。

同一種類のケープル配線に
する。

〈伝送エラー〉
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伝送モード設定がシステム
内で異なつている。

システム内のモード設定を
一致させる。

アドレスが重複している。 アドレスをチェックし、重
複しないようにする。

終端抵抗が正しく設定され
ていない。 終端抵抗を正しく設定す

SCANiOFF,OPT=点 滅
ならば異常時伝送停止モー

ドで伝送エラーの発生です。

しかるべき処置後、システ
ムを再起動する。

ノイズが印加されている。 不臭含箇所復十日後、ケープ
ルの再配線などの後、シス
テム再起動する。

ユニット内が故障してい ユエツトの交換または修理
依頼してください。

他の頂のチェックも正常な
らシステム正常です。
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付録8 TOSVERT VFoASス テーション

インノヽ一夕TOSVERT VF―A5に 1まオプション基板として、TOSLINE―F10Mの インターフェ
ース基板があります。

このインターフェース塁板をVF―A5に取付けることにより、TOSLINE―F10のステーションと

しても使用することが出来ます。

使用する場合、以下のような劉組室堕があります。

●VF―A5ステーションは、TOSLINE―F10Mに対応しており、TOSLINE―F10のマスタ

ステーションと組合せるときには、ステーションアドレス0の位置にリモート1/Oス

テーションD1633を必ず接続しなければなりません。このため、VF―A5ステーショ

ンの割付けアドレスは1以降とする必要があります。

●VF―A5ステーションの占有するワード数は、設定により、1～6ワードまで可変です。

接続するステーション数は、1ステーション当たり1ワード設定のとき最大31台、6ヮ
ードのとき最大5台までです。

●TOSLINE…F10からのコマンド指令を選択した場合には、VF―A5にある僑」御端子は、

無効となり、使用できません。

●TOSLINE―F10が使用できるTOSVERT VF―A51よ、CPUノ 一ヽジョンが110以降の

ものです。

詳細については、以下の取扱説明書をお読みください。
●TOSVERT VF―A5 TOSLINE―F10 通信塁板取扱説明書

(製品添付)          (E6580520)
●TOSVERT VF―A5 TOSLINE―F10 通信機能説明書

(E6580557)

(1)データの構成

VF―A5には、以下に示す6つのレジスタが準備されています。どのレジスタを使用するかど

うかは、VF―A5の設定により、決定します。

レジスタの名称 データの方向 備  者

出力周波数(モニタ) MS ← VF―A5 VF"A5送 信

ステータス MS ← VF―A5 VF―A5送 信

出力電流 MS ← VF―A5 VF―A5送 信

出力電圧 MS ← VF―A5 VF―A5送 信

周波数指令 MS → VF―A5 VF―A5受 信

コマンド指令 MS → VF―A5 VF―A5受 信

それぞれのレジスタ(データ)は以下の項目です。

レジスタ名称 単位 範   囲 数値範囲

出力周波数 0.01 Hz 0.00-400.00Hz 0-40000'

ステータス 詳細はP.110を参照

出力電流 ％ 0-255% 0～255

出力電圧 0.1%
200V系 は200Vで 100%

400V系 は400Vで 100%
0-1000

周波数指令 0.01Hz 0.00-400.00Hz 0-40000Ⅲ

コマンド指令 詳細はP.111を参照
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キT2/T3では、数値の扱いが2の補数表現となつていますので、-32768～32767の範囲で使用さ

れます。このため、32767を超える値を扱うために、衛暑無し演算命令や比較命令を使用する

か、倍長でデータを扱うことをお奨めいたします。

また、2の補数表現となりますので、32767以上の数字は員の数字として表示される場合があ

ります。

数値 2の補数表現 16進数表現
００００４ -25536 H9C40

39999 …25537 H9C3F

39998 -25538 H9C3E

32769 -32767 H8001

32768 -32768 ０００８Ｈ

32767 32767 H7FFF

32766 32766 H7FFE

32765 32765 H7FFD

２ ２ ２０００Ｈ

1 1 H0001
０ ０ ００００Ｈ

ステータス

ステータスもコマンド指令と同様に各ビットことにインバータの状態が反映されます。

め 機  能
０

1 備  者
０

運転 停止 運転 加減速、定速運転中のみ、直流制動中は
″
0"

1 停止 運転可 停止 運転ステータスとは動作が違うので注意が必要
２ 正転/逆 転 逆転 正転 停止中は最後に回転していた方向になります。
３

加減速1/2
oo i nll河速1

01:加 減速2

運転開始後反映。

停止中は反映しません。
４

５
故障ゲートブロック

ゲート

ブロック
OFF

正常時は
'1"。

トリップ発生中はゲートブロックを行なうので
″
0″。

リトライ設定の場合、トリップ中は
“
0"、運転開始

とともに
Ⅲ
l・。

６

予備 不定

JOG運 転 ＦＦＯ 」OG運 転 運転ステータスと同時に立ちます。
８ フイードバック OFF フイードバック 運転中のみ反映。減速停止中、停止中は

Ⅲ
OFF″

９

直流制動 OFF 直流制動

Ａ VF1/VF2 ＦＶ VF2
常に反映。運転中切換えれないノヽラメータは停止後

切換えられます。
Ｂ フリーラン 運転OK フリーラン停止

C 非常停止 OFF 非常停止
Ｄ 内部処理 不定
Ｅ

予備 不定
Ｆ 内部処理 不定

‐
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コマンド指令

コマンド指令は各種機能がビットごとに割当てられています。

辛li VF1/VF2の 切換えでは下記のパラメータ設定が切替わります。

ｂ 機 能
０

1 偏 者

０

運転/停止
00:停止

01:運転1

２ 正転/逆転指令 逆転 正転 運転中の切換え可
３

力0河速1,2選択
00:力D河速1

01:加減速2
運転中の切換え可４

５
予備 固定

６
予備 固定

7 」OG運 転 OFF 」OG運 転
」OC周 波数の設定要。同時に運転/停止コマンド

を運転にする必要があります。

８ フィードバック
フイード

′ヽック可
OFF

運転中の切換可。フィードノヽックを行なうために

は、フィードバックのパラメータ設定が必要です。

９
直流制動 OFF 直流制動

強制的に直流制動を行ないます。
運転周波数が Fdb以 下て有効になります。

Ａ VF1/VF2設 定 VFl VF2

切換えられるパラメータは中1参照。なおピット状

態が有効になるのに約0.1秒かかります。運転開始

と共に切換える場合前もつて設定が財要。
Ｂ フリーラン指令 運転OK フリーラン停止

C 非常停止 OFF 非常停止 コマンドモード選択に関係なく有効です。
Ｄ リセット 立下がリトリガでリセット 同上。リセットできなかつた時は再度入力が必要。
Ｅ 予備 固定
Ｆ 内部処理ビット 固定 内部処理用ピットで、使用しないてください。

機  能 btt A="0" btt A="1" 備 者

基底周波数 ８
Ｌ〕 口とP

Pと ≠1(V/F一定)の場合、停止中のみ切換え電

基底周波数電圧 口と口: りLロヨ
電子サーマル保護レベル とHri とH「 ロ
ストール制御選択 5と E: SとこP
ストール防止レベル 5と と: 5と とP
V/F制御モード切換え Pと V/F一定 停止中のみ切換え可

手動トルクブースト塁 ub! 口bヨ Pと ≠1餌/F一定)の場合、停止中のみ切換え可
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(2)データの』付け

6つのレジスタの選択により、VF―A5ステーションの占有ワード数が設定されます。ただし、

組合せによっては、ダミーデータを財要とするものがありますので、注意してください。

レジスタの割付け順序は前記の順序となります。

VF―A5

送信ワード数

VF―A5

受信ワード数
追加されるダミーデータの数

占有ワー 数

送信 受信 合計

０

０

1
０

1 1

２ ０ ２ ２

1

０
1

０
1

1 1 1
２

２ 送信1ワード ２ ２ ４

２

０ ２ ０ ２

1 2 1
３

２ ２ ２ ４

３

０ 送信1ワード、受信2ワード ４ ２ ６

1 送信1ワード、受信1ワード ４ ２ ６

２
送信1ワード ４ ２ ６

４

０

受信2ワード ４ ２ ６

1 受信1ワード ４ ２ ６

２ ４ ２ ６

←例

例えば、出力周波数、ステータス、出力電圧、同波数指令、コマンド指令の5つのレジスタ

を使用する場合には、VF―A5からの送信データが3ワード、受信データが2ワードです。こ

のとき、前記の表より、送信ワード数が3ワード、受信ワードが2ヮードのところは、「追加B

されるダミーデータの数」欄には 「送信1ワード」となつていますので、占有ワード数が、

送信4ワード、受信2ワードの合計6ワードとなります。送信データ、受信データは、それぞ

れ前詰めとなり、データの後にダミーデータが付加されます。データの順番はVF―A5の送

信側、受信側の順になります。

出力周波数

ステータス

出力電圧

ダミーデTタ

周波数指令

コマンド指令

インノヽ一夕4台を接続した場合の割付け例を以下に示します。

データを以下に示します。

4台のインノヽ一夕で使用する

データ名
インバータ VF―A5

No.1 No.2 No.3 No.4

出力周波数 ○ ○ ○

ステータス ○ ○ ○ ○

出力電流 ○ ○ ○

出力電圧 ○ ○

周波数指令 ○ ○ ○ ○

コマンド指令 ○ ○ ○ ○

VF―A5送 信

VF―A5受 信
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D1633

出力周波数

ステータス

出力電流

出力電圧

周波数指令

コマンド指令

ステータス

出力電流

周波数指令

コマンド指令

出力周波数

ステータス

周波数指令

コマンド指令

出力周波数

ステータス

出力電流

出力電圧

周波数指令

コマンド指令

LW000

LW001

LW002

LW003

LW004

LVV005

LWV006

LVV007

LVV008

LVV009

LW0 ０

LW0 1

LW0 ２

LW0 ３

LVV0 ４

LW0 ５

LW0 ６

LW0 ７

LW0 ８

LW0 ９

LW020

LW031

一

一

一

一

一

→

→

一

一

→

→

一

一

→

→

一

一

一

一

→

→

16点DC入 カリモート1/Oステーシヨン

VF―A5 No.1

ステーションアドレス01

VF―A5 No.2

ステーションアドレス07

VF―A5 No.3

ステーションアドレス11

VF―A5 No.4

ステーションア ドレス15

(注)ダ ミーデータがある場合には、そのレジスタは他のステーションに割付けられません。
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(3)伝送ケープルの最続

◎SLl,SL2,SG

下図のようにシールド付きツイストペアクーブルで伝送路を構成します。必ずL1/SLlど

うし、L2/SL2どうし、SGど うしを接続してください。誤つた接続では正しい伝送がで

きませんのでご注意ください。

◎SHIELD

ツイストペアケーブルのシールドを各ステーションの伝送用端子のFG/SHIELDと 接続

し、1つのステーション(任意)で第3種接地相当の接地を行なつてください。

シールドの接地線はインバータ等の動カアースとは接続しないてください

◎終端抵抗

システムの両端てインピーダンスマッチングのため終端抵抗をセットします。VF―A5ス

テーションが終端の場合、端子台のSLl,SL2間に終端抵抗(120Ω-1/2W)を接続してくだ

さい。

マスタステーション(MS)とリモートPCス テーション(RSP)はLl、TERM間 を接続する

ことで終端抵抗が接続できます。リモート1/Oステーション(RiO)はDIP―SW-8ス イッチ

をONに することで終端抵抗を接続できます。

シールド付ツイストペア・ケーブル

VF―A5 VF―A5

終端抵抗
120Ω-1/2W

TOSLINEギ 10通信ケーブルの接続

第3種接地

信 号 名 名称 内容

SLl 送受信データ ポジテイブライン
SL2 送受信データ ネガティプライン
SG シグナルグランド 信号線のグランド
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(4)TOSLiNE‐F10/ ラヽメータの設定

TOSLINE―F10通信機能を使用する前にVF―A5ユニットのパラメータに下記の設定を行な

つてください。

【1】通信用′ヽラメータのプラインド解除を行ないます。

Gr.uと のbと nd= :(指定プラインド解除)

3r.Uと のbと と「 = :(通信バラメータプライド解除)

【2】通信選択でTOSLINE―F10を選択します。

3r。 と 「 の 8Pと =P(TOSLINE― F10)

【3】周波数モードを設定します。

◎TOSLINE―F10で周波数指令値を伝送する場合

6「.Uと のFR3ど =ヨ (オプション)

【4】コマンドモードを設定します。

◎TOSLINE―F10で運転/停止等の制御を行なう場合

3「.Uと のER3d=ヨ (オプション)

【5】インノヽ一夕番号(ステーシヨン番暑)を設定します (3～ =55)

G「。とFの inOで 各インバータに番号を設定

【6】指令入力を設定します。(8:な し、+1:周 波数指令値、キ2:コマンド指令)

こ「。とFの R:nで 指令入力を設定 (8～ ヨ)

【7】モニタ出力を設定します。(8:な し、+1:出力周波数、+2!ステータス、

+4:出 力電流、+8出力電圧)

5r.と 「の R8じ とでモニタ出力を設定 (0～ :5)

【8】通信エラー時モード(3:デ ータクリア、 ::デ ータ保持)

6r.L「 の Rと rrで 通信エラー時のモードを設定

※コマンド指令、ステータスの詳細は 「TOSLINE…F10通信機能説明書」(E9680557)をご

覧ください。

６



(5)TOSLiNE― F10基板外観

TOSLINE― F10基板

基板表面

制御基板
接続用
コネクタ

伝送状態

表示用LED

RUN

SCAN

AUX

POWER

伝送線用

端子台

オプションROM

(6)LEDの 表示

TOSLINE― F10基板には4つのLEDが あり、ステーションの状態を表示しています。点灯の

仕方によりそれぞれ次のことを示しています。

POWER ＮＵＲ SCAN ＸＵＡ

1 電源ON時 ● ● ○ ○
２ スキヤン伝送中 ● ● ● ●
３ 回線タイムアウトエラー ● ● ○ ●

４ 軽故障時 ● ● ○ ●
５

重故障時 ● ○ ○ ○
６
スイッチ設定エラー時 ● ○ ◎ ◎

７ ウオッチドックタイムアウト ● ○ ◎ ◎

同時点滅

交重点滅
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(7)マスタステーションのスイッチ設定

VF―A5ステーションを使用するときのマスタステーションのスイッチ設定を以下に示しま

す。固定の設定になつているところ以外は、用途に応じて選択してください。

DSWO,DlP0

番暑 機能毬称 OFF ON 脩 者

1 伝送モード 固定 高速モードのみです
２

不使用 固定
３

不使用 固定

４ 動作モード 標準
途中参入離脱

モード選択

５
出力局応答

チェック
応答チェック無し 応答チェック有り

６
応答チェック

局数
1局/1スキヤン 全局/1スキヤン

7
同期/ヲF同期

モード
非同期モード 同期モード

MS211は

同期モードのみ
８
異常時動作 伝送続行 伝送停止 通常は伝送続行モード

DSWl,DiPl

番号 機能名称 OFF ON 備 者

1
モニタ/テスト

モード
固定

２
不使用 固定

３
送信エリア

設定選択
送信エリア無効 送信エリア有効

RSを使用するとき

にはONを 選択
４ 不使用 固定

５
異常時

入カデータ
前ロデータ保持

クリア

(データ=0)
６
不使用 固定

７

不使用 固定
８
不使用 固定

DSW2,DlP2

RS311またはRS211を使用する場合には、必要に応じて設定する必要があります。この

ときDSWl-3ま たはDIPl-3のスイッチをONに してください。
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